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市
政
@
動
き

76億7，130万円
当初予算54年度

計

計

農業共済事業

特

下水道事業

簡易水道事業

国民健康保険事業

名

..d、
:z;:: 

A 
:z;:: 

計A ::z:;; 

般

})Ij 

故
、
防
犯
、
防
止
の
た
め
に
、
安
全
施

設
、
街
路
灯
、
踏
切
標
識
、
防
護
棚
、

防
犯
灯
な
ど
の
設
置
を
計
上
し
、
新
し

く
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
保
育
園
、

老
人
、
学
校
等
を
対
象
と
し
た
、
正
し

い
交
通
の
し
か
た
、
自
転
車
の
乗
り
方

等
に
つ
い
て
の
交
通
専
門
指
導
員
、
婦

人
シ
グ
ナ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
配
置
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
広
報
活
動
と
し
て
新
し
く
広

報
写
真
を
地
区
公
民
館
は
じ
め
公
共
施

設
等
に
市
内
の
観
光
、
重
点
事
業
の
実

施
状
況
な
ど
の
写
真
を
載
せ
る
こ
と
に

計
画
し
て
い
ま
す
。

民
生
費
で
は
、
お
年
寄
や
心
身
障
害

者
に
対
す
る
福
祉
対
策
と
し
て
、
お
年

寄
り
の
安
否
を
確
認
し
た
り
す
る
た
め
、

老
人
福
祉
電
話
、
ね
た
き
り
介
護
手
当
、

一
一
一
月
定
例
市
議
会
は
三
月
七
日
か
ら

開
か
れ
、
提
出
さ
れ
た
四
十
五
議
案
を

原
案
ど
お
り
議
決
承
認
し
て
、
三
月
二

十
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
案
件
の
中
か
ら
抜
粋
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
五
十
四
年
度
一
般
会
計
予
算

そ
の
予
算
総
額
は
、
七
十
六
億
七
千

百
三
十
万
円
で
主
な
も
の
は
、

総
務
費
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
事

水族館事業

計メ入
ロ

水道事業会計予算

116.9 

150.6 77，000 資本的収入
及び支出

収入

支出

収入

54年度

分

収益的収入
及び支出

区

居
室
を
増
改
築
す
る
場
合
に
お
貸
し
す
る

老
人
居
室
整
備
資
金
、
身
体
障
害
者
の

皆
さ
ん
の
た
め
に
補
装
具
や
、
日
常
生

活
用
具
(
電
動
車
い
す
、
盲
人
用
テ
ー

プ
等
)
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
も
老
人
の
た
め
の
明
る

い
ま
ち
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
主
な
も
の
は
、
入
浴
サ

ー
ビ
ス
事
業
、
寝
具
乾
燥
事
業
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
事
業
、
公
園
の
軽
作
業
清
掃

事
業
、健
康
農
園
作
り
等
が
あ
り
ま
す
。

児
童
福
祉
対
策
と
し
て
新
し
く
本
江
保

育
園
建
設
事
業
補
助
金
一
千
四
百
万
円

を
見
ま
し
た
。
建
設
規
模
は
、
鉄
筋
二

階
建
延
面
積
七

O
六
平
方
メ
ー
ト
ル
定

員
九

O
名
で
措
置
児
童
の
拡
大
を
図
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
よ
り
母
子
家
庭
の
児

135.3 

童
に
対
す
る
医
療
費
の
助
成
を
未
就
学

児
か
ら
義
務
教
育
終
了
ま
で
に
拡
大
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

衛
生
費
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
管
理
、
病
気
の
早
期
発
見
の
た
め
、

予
防
対
策
、
住
民
検
診
、
成
人
病
検
診

な
ど
を
行
い
、
ま
た
、
救
急
医
療
対
策

と
し
て
、
急
病
患
者
の
医
療
体
制
を
確

保
す
る
な
ど
休
日
在
宅
当
番
医
制
の
運

営
費
を
見
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
薬
剤
散
布
、
し
原
、
ゴ
ミ

収
集
処
理
等
を
計
上
し
明
る
い
環
境
づ

く
り
に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
活
力
あ
る
村

づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
新
農
業
構
造

改
善
事
業
(
集
荷
場
、
集
会
場
、
育
苗

ハ
ウ
ス
、
農
業
機
械
等
)
を
江
口
地
区

で
実
施
す
る
ほ
か
、
野
菜
の
出
荷
価
格

の
安
定
を
計
る
た
め
の
野
菜
価
格
安
定

資
金
協
会
に
助
成
金
を
出
す
こ
と
に
し

て
い
ま
す

ま
た
、
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

水
産
関
係
で
は
、
鮭
人
工
ふ
化
、
ア

ワ
ビ
、
ク
ル
マ
エ
ビ
、
タ
コ
ツ
ボ
等
の

放
流
に
力
を
入
れ
、
ま
た
、

人
工
魚
礁

設
置
事
業
と
し
て
並
型
魚
礁
二
四
基
を

魚
津
、
経
団
に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り

増
殖
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た。

商
工
費
で
は
、
中
小
企
業
の
経
営
安

定
を
ね
ら
っ
て
市
で
は
、

小
口
事
業
資

金
融
資
あ
っ
旋
貸
付
金
制
度
、
勤
労
者

の
生
活
安
定
資
金
貸
付
制
度
、
商
庖
街

の
近
代
化
指
導
育
成
事
業
、
市
物
産
の

販
路
拡
張
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
観
光
で
は
、
魚
津
ま
つ
り
や

98，446 支出

観
光
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
印
刷

・

配
布
し
て
、
観
光
魚
津
の
P
R
と
観
光

客
の
誘
致
に
つ
と
め
る
。

ま
た
、
新
し
く
松
倉
城
祉
休
憩
所
新

設
費
を
み
ま
し
た
。

土
木
費
で
は
、
今
年
度
も
北
鬼
江
地

区
に
鉄
筋
四
階
建
、
二
四
戸
の
公
営
住

宅
を
建
設
し
ま
す
。

な
お
、
建
設
事
業
関
係
に
つ
い
て
は
、

(
主
な
事
業
)
の
通
り
で
す
。

消
防
費
で
は
、

化
学
消
防
車
及
び
普

通
消
防
車
各
一
台
と
消
火
栓
の
新
設
、

防
火
水
槽
、
ホ
ー
ス
乾
燥
塔
な
ど
の
新

設
費
を
計
上
し
、
消
火
活
動
に
力
を
入

れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

教
育
費
で
は
、
老
朽
化
し
た
東
部
中

学
校
、
坪
野
小
学
校
、
上
中
島
小
学
校
、

大
町
小
学
校
校
舎
、
経
団
小
学
校
屋
肉

体
育
館
等
を
改
築
す
る
ほ
か
、
西
部
中

学
校
プ
1
ル
、東
部
中
学
校
夜
間
照
明
、

本
江
公
民
館
の
新
設
等
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、
父
兄
負
担
の
解
消
に
つ
と
め

る
た
め
、
教
材
教
具
の
充
実
、
需
用
費

の
増
額
を
図
っ
て
い
ま
す
。

マ
動
き
だ
し
た
水
族
館
特
別
会
計

特
に
か
ね
て
か
ら
念
願
し
て
お
り
ま

し
た
、
新
ら
し
い
水
族
館
を
二
か
年
継

続
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

面

積

約

四

、

三

O
O平
方

μ

建
設
事
業
費
一
二
億
五
千
万
円

(2) 

マ
同
意
案
件

魚
津
市
北
鬼
江
一
七
一
九
番
地

久
保
田
邦
一
氏
を
魚
津
公
平
委
員
に
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選
任
し
、

魚
津
市
並
木
町
四
番
三
号

堀
川
寅
治
氏
を
魚
津
市
教
育
委
員
に

任
命
す
る
こ
と
に
同
意

主

な

事

業(
単
位
千
円
)

O
団
体
営
か
ん
ば
い
事
業七
一
、
六
六
四

0
団
体
営
農
道
整
備
事
業七
九
、
六
八
七

0
農
免
農
道
整
備
事
業
五
九
、

O
O九

O
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

一
O
二
、
二
九

O

O
新
農
業
構
造
改
善
事
業五
五
、
二
一
三

O
団
体
営
林
道
開
設
事
業
一
二
三
、
九

0
0

0
経
団
漁
港
修
築
事
業
七
九
、
八
五
五

O
人
工
魚
礁
設
置
事
業
三
五
、
六
四

O

O
道

路

改

良

事

業

九

O
、
六
四
三

O
公
営
住
宅
建
設
事
業二
七
一
、
一
八
八

O
街
路
事
業
(
馬
出
町
・
友
道
線
)

九
三
、

O
七
三

0
総
合
公
園
事
業
費

一
六
八
、
六
八
七

O
都
市
下
水
路
事
業
六
七
、
一

O
七

O
化
学
消
防
車
購
入
費
二
七
、

0
0
0

0
上
中
島
小
学
校
校
舎
改
築
事
業

一
二
一
、
五
一
三

O
経
団
小
学
校
体
育
館
改
築
事
業

八
五
、
五
四
二

0
坪
野
小
学
校
校
舎
改
築
事
業

六
回
、
六
六
二

O
大
町
小
学
校
校
舎
改
築
事
業

六
七
、
八
一
一

O
東
部
中
学
校
校
舎
改
築
事
業
(
第
一

期

)

九

五

、

六

O
四

O
東
部
中
学
校
校
舎
改
築
事
業
(
第
二

期

)

一

六

五

、

二

五

三

o
西
部
中
学
校
プ
l
ル
改
築
事
業

三
O
、
九

0
0

0
地
区
公
民
館
建
設
事
業
一
一
四
、
八
五
三

一一

O
、

0
0
0

五
O
、

0
0
0

O
市
道
改
良
事
業

O
市
道
舗
装
事
業

歳入 7，671，300千円

市 税 2.233.741 29.1% 

地方護与税 64.000 0.8% 
娯楽施設利用税交付金 15.000 0.2% 
自動車取得説交付金 60.000 0.8% 

地方交付税 1.260.000 16.4% 

交通安封慣特別交付金 10.000 0.1% 

分担金及び負担金 226.961 3.0% 
使用料及{芹数料 143.765 1.9% 

国庫支出金 1.458.489 19.0% 

県支出金 684.309 8.9% 

財産収入 76.917 1.0% 
寄附金 6.000 0.1% 

繰越金 270.000 3.5% 

諸収入 203.818 2.7% 

市 債 958.300 12.5% 

%は構成比
54年度一般会計

0
老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま
ち
推
進
事

業

二

O
、
二
三

O

O
災
害
復
旧
事
業

O
失
業
対
策
事
業
一
二
九
、
五
五
五

O
東
部
中
学
校
夜
間
照
明
新
設
工
事

一
三
、
三
九

O

五
九
、
六
四
O

四
月
八
日
は

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う

マ
投
票
時
聞
は

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

た
だ
し
、
松
倉
第
一
投
票
所
は
、

午
前
七
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

マ
投
票
所
施
設
の
変
更

魚
津
第
二
投
票
所
↓
安
成
寺

上
口
保
育
園

下
野
方
第
二
投
票
所
↓
市
民
会
館

。
選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会

合
内
線
2
0
9
番
へ
ど
う
ぞ

一一

よい政治」

(3) 

ひでお小坂井

この手で一票，「ねたっきり，
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ー
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
|

。
農
村
の
現
状
。

「
農
村
経
済
の
安
定
と
近
代
化
」
を
合

言
葉
に
、
昭
和
三
十
八
年
か
ら
進
め
ら

れ
て
き
た
農
地
な
ど
の
区
画
整
理
(
ほ

場
整
備
事
業
)
は
、
農
家
の
み
な
さ
ん

の
積
極
的
な
熱
意
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

全
市
耕
地
の
八
十
四
軒
ま
で
が
整
理
さ

れ
る
に
い
た
り
ま
し
た
。

し
か
し
農
村
地
域
全
般
を
み
て
み
ま
す

と
、
こ
の
よ
う
に
生
産
基
盤
ば
か
り
が

飛
躍
的
に
整
備
さ
れ
た
の
に
比
べ
、
生

活
環
境
の
立
ち
遅
れ
が
目
立
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
市
街
地
近
郊
で
は
農
家

砂
団
体
営
農
道
舗
装
事
業

と
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
な
ど
と
の
混
住

化
が
進
み
、
両
者
間
の
健
全
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
が
ま
す
ま
す
必
要
に
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

。
対
応
策
と
し
て
。

市
で
は
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す

る
た
め
、
農
村
の
生
活
環
境
を
都
市
と

均
衡
の
と
れ
た
も
の
と
し
て
整
備
す
る

た
め
、
昭
和
五
十
三
年
度
よ
り
農
村
総

合
整
備
モ
デ
ル
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
昭
和
五
十
九
年
度
ま
で
七

年
間
に
、
約
十
三
億
六
千
万
円
を
か
け

て
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
改
善
を
実

施
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
対
象
地
域
は

農
業
振
興
地
域
約
四
七
四
五
かl
M
で
、
農

業
集
落
数
も
八
十
五
に
及
び
ま
す
。

。
事
業
の
概
要
。

こ
の
事
業
は
大
別
し
て
四
種
類
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
内
容
な
ど
を
簡
単
に
説

明
し
て
み
ま
す
。

付
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

-
農
業
用
々
排
水
路
整
備

ほ
場
整
備
の
終
っ
た
区
域
は
す
で

に
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
集
落

の
周
辺
で
は
ま
だ
と
り
残
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
水
に
よ
る

被
害
も
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
用
排
水
路
九
路
線
三
二
ハ

O

灯
を
整
備
し
ま
す
。

-
農
道
の
整
備

農
道
の
舗
装
率
を
約
一

o
rに
向

け
て
実
施
す
る
計
画
で
す
。
対
象

と
し
て
い
る
路
線
は
、
四
十
三
線

一
九
二
四

O
灯
で
、
そ
の
費
用
に

四
億
二
千
百
万
円
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

ω農
村
環
境
基
盤
の
整
備

-
農
業
集
落
道
整
備

現
在
農
村
集
落
道
の
舗
装
率
は
二

十
八

・
九
折
で
す
。
こ
れ
を
五
十

r台
を
目
標
に
計
画
す
る
と
と
も

に
、
交
通
安
全
と
環
境
保
全
の
た

め
道
路
側
溝
、
防
護
柵
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

-
農
業
集
落
排
水
施
設
整
備

用
排
水
路
の
取
水
、
排
水
出
口
は
、

小
さ
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ゴ

ミ
・
汚
泥
が
よ
く
た
ま
る
の
で
、

こ
れ
を
整
備
し
て
、
環
境
の
浄
化

と
衛
生
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

-
営
農
飲
雑
用
水
施
設
整
備

井
戸
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
地
域

の
う
ち
、
金
山
谷
、
大
沢
地
区
に

つ
い
て
、
育
首
、
大
根
洗
浄
な
ど

を
主
な
目
的
と
し
た
欽
雑
用
水
の

整
備
を
し
ま
す
。

4
司
モ
デ
ル
事
業
排
水
施
設

-
集
落
防
災
安
全
施
設
整
備

土
砂
な
ど
が
崩
壊
す
る
の
を
防
ぐ

た
め
、
土
留
壁
を
設
置
し
ま
す
。

又
河
川
へ
の
転
落
を
防
ぐ
た
め
、

防
護
柵
を
設
置
し
ま
す
。

同
農
村
環
境
施
設
の
整
備

-
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
整
備

当
市
に
は
市
民
会
館

・
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
は
で
き
て

い
ま
す
が
、
農
村
内
で
農
業
者
が

集
ま
っ
て
話
し
合
い
を
し
た
り
、

研
修
会
を
開
い
た
り
す
る
総
合
的

な
施
設
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
農

業
後
継
者
を
育
成
し
、
生
産
技
術

の
向
上
を
図
り
、
地
域
全
体
の
連

帯
感
を
深
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
、
研
修
室
・
資
料
室
な
ど
を
備

え
た
セ
ン
タ
ー
一
棟
を
建
設
す
る

予
定
で
す
。

-
農
村
公
園
施
設
整
備

農
村
地
域
に
は
児
童
公
園
が
全
く

な
い
現
状
で
す
の
で
、
二
か
所
程

度
建
設
し
ま
す
。

回
そ
の
他
の
事
業

・
農
業
集
落
多
目
的
共
同
利
用
施
設

山
間
地
の
集
落
で
は
、
集
会
所
や

各
種
の
研
修
施
設
の
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
区
を

対
象
に
、
共
同
利
用
施
設
三
棟
を

建
設
し
ま
す
。

-
防
火
水
槽
整
備

防
火
水
槽
は
現
在
二
十
二
か
所
あ

り
ま
す
が
、
さ
ら
に
一
九
か
所
新

設
し
、
万
が
一
の
災
害
に
備
え
ま

す。

以
上
が
事
業
の
主
な
内
容
で
す
が
、
こ

の
事
業
が
完
成
し
た
後
も
魅
力
あ
る
農

村
づ
く
り
に
、

一
層
の
努
力
を
期
待
し

た
い
も
の
で
す
。

(4) 

(2月末現在)口の人

200.751cma 

7.9km 

12.853戸

23.885人

25.669人

49.554人

市

市の面積

海岸線

世帯数

人口(男)

(女)

計
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市
長
を
囲
ん
で
の

『
農
業
に
つ
い
て
語
る
会
』

農
業
後
継
者
で
組
織
す
る
四
H
ク
ラ
。
公
共
事
業
に
よ
る
農
地
の
改
廃
と
宅

プ
と
、
農
家
の
主
婦
の
集
り
で
あ
る
愛
地
並
課
説
に
つ
い
て

農
学
級
が
合
同
で
、
市
長
を
囲
ん
で
農

。
青
少
年
の
た
め
の
宿
泊
研
修
施
設
に

業
を
話
し
あ
う
会
を
聞
き
ま
し
た
。
つ
い
て

一
一
月
二
十
日
の
当
日
は
、
会
場
の
農

。
県
外
研
修
に
対
す
る
補
助

協
会
館
に
集
っ
た
二
十
名
あ
ま
り
の
会

。
米
の
消
費
拡
大
に
つ
い
て

員
が
、
市
長
と
熱
心
に
話
し
合
い
ま
し

。
婦
人
に
対
す
る
指
導
援
助
に
つ
い
て

た。

。
転
作
問
題
等

ま
ず
、
市
長
か
ら
市
の
農
業
の
概
要
こ
れ
に
対
し
市
長
か
ら
質
問
に
対
す

と
今
後
の
農
政
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
る
考
え
が
述
べ
ら
れ
、
又
要
望
に
つ
い

こ
れ
に
対
し
て
四
H
ク
ラ
ブ
と
愛
農
学
て
は
「
充
分
に
検
討
し
期
待
に
そ
え
る

級
か
ら
は
組
織
の
概
要
と
活
動
報
告
が
ょ
う
努
力
し
ま
す
」
と
い
う
答
え
が
あ

行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
市
長
に
対
し
り
、
最
後
に
参
加
者
へ
の
激
励
の
言
葉

て
次
の
よ
う
な
質
問
と
要
望
が
出
さ
れ
が
送
ら
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

ま
し
た
。

。
坪
野
林
道
の
桜
の
管
理
に
つ
い
て

hv
市
長
と
語
る
会
(
農
協
会
館
)

4
月
初
日
か
ら

特
急
は
く
た
か
号
増
発

関
東
方
面
の
特
急
列
車
の
増
発
に
つ

い
て
関
係
機
関
に
陳
情
し
て
お
り
ま
し

た
と
こ
ろ
、
国
鉄
で
は
四
月
二
十
日
か

ら
金
沢

l
よ
野
間
に
特
急
「
は
く
た
か

号
」
を
一
往
復
増
発
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
東
京
方
面

の
畳
行
特
急
は
白
山
号
三
本
、
は
く
た

か
号
二
本
の
計
五
往
復
と
な
り
、
た
い

へ
ん
便
利
に
な
り
ま
す
。

増
発
に
な
る
「
は
く
た
か
号
」
の
魚

津
駅
発
の
時
間
は
次
の
と
お
り
。

マ
下
り
は
く
た
か
二
号

l
九
時
五
十

一
分
発
(
上
野
着
十
五
時
三
十
三
分
)

マ
上
り
は
く
た
か
三
号

1
一
一
十
一
時

五
十
四
分
発
(
上
野
発
十
六
時
十
九
分
)

魚
津
市
勤
労
者
生
活
安
定
資
金
融
資

制
度
は
、
昨
年
四
月
か
ら
発
足
し
、
勤

労
者
の
み
な
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
四
月
か
ら
融

資
額
を
十
万
円
増
や
し
三
十
万
円
に
す

る
ほ
か
、
返
済
期
間
も
一
年
延
長
し
三

年
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
生
活
資
金
は
、
資
格
の
あ
る
勤

労
者
な
ら
だ
れ
で
も
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
借
入
希
望
者
は
、
取
扱
金

融
機
関
窓
口
に
あ
る
所
定
の
申
込
書
に

住
民
票
な
ど
を
そ
え
て
申
込
む
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
使
途

1
生
活
資
金

マ
資
格

1
市
内
に
一
年
以
上
在
住
し
、

現
在
の
事
業
所
に
二
年
以
上
勤
務
し

て
い
る
人
で
返
済
能
力
の
あ
る
人
。

マ
貸
付
額

l
一
人
三
十
万
円
以
内
(
月

収
の
三
倍
を
超
え
な
い
額
)

マ
貸
付
利
率

l
年
七
行

マ
償
還
期
間

1
三
年
以
内
(
す
え
置
な

し
月
賦
償
還
)

マ
担
保

l
な
し

マ
保
証
人

l
原
則
と
し
て
一
名

マ
取
扱
金
融
機
関

1
新
川
信
用
金
庫
本

支
庖
、
富
山
県
労
働
金
庫
魚
津
支
庖

マ
申
込
み

l
借
入
申
込
書
に
住
民
票
謄

本
(
保
証
人
共
)
給
与
証
明
書
、
印

鑑
証
明
を
添
え
て
、
取
扱
金
融
機
関

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
商
工
観
光
課

ま
た
は
、
取
扱
金
融
機
関
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

設
備
近
代
化
資
金
融
資
と

設
備
貸
与
制
度

-
申
込
み
は

4
月
お
日
か
ら

県
で
は
、
中
小
企
業
の
近
代
化
を
は

か
る
た
め
、
中
小
企
業
者
を
対
象
に
機

械
設
備
の
設
置
に
必
要
な
資
金
を
貸
付

け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
い

こ
と
は
未
定
で
す
が
、
第
一
回
受
付
期

間
は
、
四
月
二
十
五
日
か
ら
五
月
十
日

ま
で
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
振
興
協
会
で
は
、

設
備
を
近
代
化
し
、
経
営
の
合
理
化
を

は
か
る
中
小
企
業
者
に
対
し
て
、
こ
と

し
も
設
備
貸
与
制
度
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
詳
細
は
未
定

で
す
が
、
受
付
け
は
四
月
一
日
か
ら
五

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

申
込
み
受
付
け
は
、
市
商
工
観
光
課

ま
た
は
商
工
会
議
所
(
設
備
貸
与
の
み
)

で
す
。
な
お
、
次
の
よ
う
に
説
明
会
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

制
度
の
説
明
会

M
日
商
工
会
議
所
で
開
催

設
備
近
代
化
資
金
お
よ
び
設
備
貸
与

制
度
等
の
説
明
会
は
、
次
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
利
用
希
望
者
は
、
説

明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

l
四
月
二
十
四
日

ω午
後
一
時

三
十
分

マ
場
所

1
魚
津
商
工
会
議
所
三
階
会
議

室
マ
説
明
者

1
富
山
県
中
小
企
業
課
、
中

小
企
業
振
興
協
会
他

高
年
齢
者
の
再
就
職
の

促
進
に
四
月
か
ら
雇
用

奨
励
金
を
交
付

長
引
く
不
況
下
に
あ
っ
て
、
高
年
齢

者
の
就
職
は
い
っ
そ
う
厳
し
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
、
高
年

齢
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
対
し
、
奨

励
金
を
交
付
し
、
再
就
職
の
促
進
を
は

か
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
市
内
在
住
の
高
年
齢

者
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
対
し
、
二
年

間
に
わ
た
り
雇
用
奨
励
金
を
交
付
す
る

も
の
で
、
四
月
以
降
就
職
す
る
高
年
齢

者
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
「
魚
津
市
高
年
齢
者
雇
用
奨
励

金
交
付
制
度
」
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と

お
り
で
す
。

マ
交
付
対
象
事
業
主

1
魚
津
市
に
一
年

以
上
在
住
す
る
高
年
齢
者
(
満
五
十

五
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
)
を
職
業

安
定
所
の
紹
介
に
よ
り
、
常
用
労
働

者
と
し
て
雇
用
し
、
国
の
高
年
齢
者

雇
用
奨
励
金
の
支
給
を
受
け
、
支
給

満
了
後
も
引
続
き
、
そ
の
高
年
齢
者

を
雇
用
す
る
事
業
主

マ
交
付
金
額

1
高
年
齢
者
一
人
に
つ
き

月
額
二
千
円

マ
交
付
期
間

1
二
年
間

マ
交
付
申
請

1
高
年
齢
者
を
雇
用
し
た

月
の
翌
月
か
ら
六
カ
月
ご
と
に
事
業

主
の
申
請
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。
(
職

業
安
定
所
の
証
明
が
必
要
)

申
請
書
は
、
市
商
工
観
光
課
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
く
わ
し
い
こ
と
は
同
課

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(5) 
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評
価
が
変
わ
り
ま
し
た

H

三
年
に
一
度
の
評
価
替
え
H

五
十
四
年
度
は
、
地
方
税
法
に
定
め

ら
れ
て
い
る
固
定
資
産
評
価
の
基
準
年

度
と
い
い
、
土
地

・
家
屋
な
ど
の
資
産

に
つ
い
て
、
三
年
ご
と
に
評
価
替
え
の

行
わ
れ
る
年
で
す
。

V
土
地
の
評
価

土
地
の
評
価
額
は
、
地
方
税
法
の
定

め
に
よ
り
、
三
年
ご
と
に
評
価
を
見
直

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

土
地
の
価
格
事
情
、
市
街
区
の
形
態

の
変
化
や
税
負
担
の
あ
り
方
な
ど
を
考

慮
し
、
宅
地
、
農
地
な
ど
と
地
目
別
に

適
正
な
価
格
で
評
価
替
え
が
行
わ
れ
ま

し
た
。こ
の
価
格
は
、
地
目
の
変
更
な
ど
特

別
の
事
情
の
な
い
限
り
、
次
の
評
価
替

え
の
年
「
昭
和
五
十
六
年
度
」
ま
で
変

わ
り
ま
せ
ん
。

V
家
屋
の
評
価

家
屋
の
評
価
は
、
建
築
資
材
費
と
労

務
費
で
積
算
し
た
自
治
省
で
定
め
る
評

価
基
準
表
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
ま
す
が
、

こ
の
た
び
の
評
価
替
え
で
、
こ
の
評
価

基
準
表
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
三
年
一
月
二
日
以
降
に
建
築
さ

れ
た
家
屋
は
、
こ
の
改
正
さ
れ
た
新
評

価
基
準
表
で
評
価
さ
れ
ま
す
。

五
十
三
年
一
月
一
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
家
屋
は
、
改
築
ま
た
は
損
壊
な
ど

特
別
の
事
情
の
な
い
限
り
原
則
と
し
て

五
十
三
年
度
価
格
が
そ
の
ま
ま
す
え
置

き
と
な
り
ま
す
。

V
課
税
の
方
法

土

地五
十
四
年
度
の
地
方
税
法
の
改
正
に

よ
り
、

評
価
替
え
に
伴
う
税
負
担
の
調

整
を
は
か
る
た
め
、
緩
和
措
置
が
講
じ

ら
れ
ま
す
。

そ
の
負
担
調
整
の
方
法
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

一
、
宅
地
等
に
係
る
負
担
調
整
措
置

事超グをえる】

{趨を音

下倍以グ〉
上

え

七倍以下のA 
グも〉

界

Eド

担調草負
一

二
、
農
地
に
係
る
負
担
調
整
措
置

倍紐えるを
五倍趨を
五下百グ〉

上

界

E以下グも〉ぇσも3 σも〉
率

σ〉

室姐調一 。五

三
、
負
担
調
整
措
置
の
説
明

宅
地
に
例
を
と
れ
ば
、
五
十
三
年
度

の
課
税
標
準
額
に
対
し
五
十
四
年
度
の

新
評
価
額
が
一
・
三
倍
以
下
の
と
き
は

五
十
三
年
度
課
税
標

準
額
に
一
割
を
乗
じ

た
も
の
が
五
十
四
年

度
の
課
税
標
準
額
と

な
り
ま
す
。
以
下
同

様
に
新
評
価
額
が
一

・
三
倍
を
超
え
一

・

七
倍
以
下
の
と
き
に

二
割
、

一
・
七
倍
を

超
え
る
と
き
は
三
割

を
乗
じ
た
も
の
が
そ

れ
ぞ
れ
五
十
四
年
度

の
課
税
標
準
額
と
な

り
ま
す
。
〈別
表
を
参

照
に
し
て
く
だ
さ
い
〉

農
地
の
場
合
も
同

様
の
方
法
で
、
そ
れ

ぞ
れ
倍
数
に
該
当
す

る
率
を
乗
じ
て
課
税

標
準
額
と
い
た
し
ま

す
。
こ
の
額
に
税
率

百
分
の
一
・
六
を
乗

じ
た
も
の
が
税
額
と

な
り
ま
す
。

家

屋新
築
住
宅
で
床
面

積
が
一

0
0平
方
メ

ー
ト
ル
以
下
の
も
の

に
つ
い
て
は
三
年
間
、

中
高
層
耐
火
住
宅
で

一
区
画
が
一

0
0平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

の
も
の
に
つ
い
て
は
五
年
間
固
定
資
産

税
が
二
分
の
一
と
す
る
減
額
措
置
が
講

じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
「
但
し
昭

和
五
十
六
年

一
月
一
日
ま
で
に
新
築
さ

(宅地面積250m'-r-，昭和畔度評醐m当り 4，000同てーあったものが、昭1
和54年度の評価替えで01'当り 6，000円の評価額となった場合。 )

孟:;---:_と
昭和 53 年度 日召 手口 54 年 度

評価額 課税標準額税率税額 評価額 負担率 課税標準額 税率 税額

小規模住宅用地分
円 内 % 内

注1.(3∞，0∞)円
円 % 

3，840P1 | 
{主 ① (200m') 

800，000 200，000 1.6 3，200 
1，200，000 

1.2 240，000 1.6 

そ...，コ. 

その他住宅用地分 注2.(1日)，0∞)
1，020 I 用 ② (50m') 

200，000 100，000 1.6 1，600 
300，000 

1.2 120，000 1.6 

地
合計①+② (250m') 1，000，000 300，000 1.6 4，800 1，500，000 360，000 1.6 5，760 

非住宅地用
③ 個人所有(250m') 1，000，000 1，000，000 1.6 16，000 1，500，000 1.2 1，220，000 1.6 19，200 

④ 法人所有(250m') 1，000，000 1，000，000 1.6 16，000 1，500，000 1.2 1，200，000 1.6 19，200 

く〉宅地にかかる固定資産税の計算例

れ
る
住
宅
に
限
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な
り
た
い

方
は
、
市
税
務
課
資
産
税
係
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

g
n
l
2
2
0
0
番
内
線
2
2
8
番

法2.評価額の%の額注1.評価額の%の額

明。鋭
昭和 54年度課税標準額昭和53年度課税標準額分区

上段:54年度評価額 下段 :53年度課税練懲額
ム住宅用地とは。

3∞.α)() 上舛専!53年IN.課税係自慎重臣 負担率 54年度操縦偲画担額
注l一一一一ー=1.5倍 2∞.0∞円 X 1.2 = 240.0∞円
2∞.0∞ 

(居住の用に供する家屋の建っている土地)

0小樹莫住宅用地 評価額のxの額
2∞m'以下の住宅用地 (2∞m'を超えるとき

l∞，0∞円 X 1.2 = 120.0∞円
150.似)()
注2一ーム一一=1.5倍
100.0∞ 評価額の~の額

は、住宅1戸につき2∞m'まで)
0その他の住宅用地

2∞m'を超える部分
A非住宅用地とは。

(上三巴l外の土地)
(15∞側一一一一一=1.5倍
1，0∞.0∞ 
1.5∞o∞ 
一一一一一=1.5倍
1，脚，0∞

(6) 

1，0∞，0α円 X 1.2 = 1.2∞.0α円

1，0∞，0α円 XII.2= 1.2∞.0α円

価額

価額

評

評

0個人所 有

0法 人所有
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納
税
貯
蓄
組
合
と
国
保
優
良

家
庭
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

一
一
月
二
十
八
日
市
役
所
大
会
議
室
に
観
音
堂
区
納
税
貯
蓄
組
合

お
い
て
、
納
税
貯
蓄
組
合
の
育
成
に
功
石
垣
平
区

H

績
の
あ
っ
た
個
人
と
、
納
税
成
績
の
優
石
垣
新
区

H

秀
な
団
体
が
次
の
と
お
り
市
長
表
彰
さ
文
化
町
一
区

H

れ

ま

し

た

。

文

化

町

二

区

H

V

五

十

三

年

度

優

良

納

税

功

労

者

道

坂

区

H

(

敬

称

略

)

島

尻

二

区

H

臼

屋

区

納

税

貯

蓄

組

合

島

尻

三

区

H

米

沢

豊

作

東

城

二

区

H

新

宿

一

区

納

税

貯

蓄

組

合

黒

谷

一

区

H

小

林

勝

治

黒

谷

二

区

H

V
五
十
三
年
度
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
山
女
一
区

H

三

ケ

一

区

納

税

貯

蓄

組

合

山

女

二

区

H

平

沢

二

区

納

税

貯

蓄

組

合

平

沢

二

区

H

V

五

十

二

年

度

市

税

納

期

内

納

付

村

木

十

二

区

H

一

O
o
r納
税

貯

蓄

組

合

立

石

区

H

新

金

屋

二

区

納

税

貯

蓄

組

合

入

船

区

H

東
小
路
区

H

表
向
区

H

下

新

一

区

栄

町

区

H

明

理

区

ま

た

、

国

保

優

良

家

庭

と

し

て

次

の

新

道

区

二

人

の

方

が

市

長

表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

岡

町

区

V

五

十

三

年

度

国

保

優

良

家

庭

新

町

一

区

佐

竹

賢

治

大

海

寺

野

橋

場

区

新

村

孝

本

町

一

丁

目

三

ケ

一

区

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

吉
野
区

浅
生
区

上
野
区

升
田
区

小
菅
沼
区

坪
野
区

稗
畠
区

" " " " " " " " 

屋
根
付
き
自
転
車

置
場
の
新
設

国
鉄
魚
津
駅
北
側
(
日
通
荷
物
置
場

手
前
)
に
、
屋
根
付
き
の
モ
ダ
ン
な
市

営
自
転
車
置
場
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

敷
地
面
積
二
五
七
平
方

μ
の
中
に
二

" " " " " " 

列
に
整
列
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

お
よ
そ
一
二

O
台
収
容
で
き
ま
す
。

駅
前
の
歩
道
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車

は
美
観
を
そ
こ
ね
る
だ
け
で
な
く
、
交

通
の
さ
ま
た
げ
に
な
っ
て
と
て
も
危
険

で
す
。
自
転
車
利
用
の
み
な
さ
ん
は
是

非
こ
の
新
し
い
置
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

4

司
自
転
車
置
場
位
置
図

E
(
日
通
)

自
置場1タ lク!
シ。

-
1i刊

国
民
健
康
保
険
制
度
の
あ
ら
ま
し

その2

台
国
民
健
康
保
険
で
や
っ
て
も
ら
え
る

こ
と国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
被
保
険

者
に
な
る
と
、
次
の
よ
う
な
給
付
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
医
療
費

病
気
や
け
が
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か

っ
た
と
き
、
医
療
費
の
七
割
は
国
民
健

康
保
険
で
負
担
し
て
お
り
ま
す
。
(
三
割

は
自
己
負
担
で
す
。)

マ
高
額
療
養
費

医
療
費
の
う
ち
自
己
負
担
し
て
支
払

う
額
が
、
一
人
一
か
月
、
一
つ
の
病
院

等
で
、
三
万
九
千
円
を
こ
え
た
場
合
は
、

そ
の
こ
え
た
分
は
全
額
、
高
額
療
養
費

と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
で
負
担
い
た

し
ま
す
。

。
自
己
負
担
額
三
万
九
千
円
の
中
に
は
、

差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

。
一
か
月
と
い
う
の
は
暦
月
計
算
で
、

毎
月
一
日
か
ら
月
の
終
り
ま
で
を
一
か

月
と
し
、
そ
の
間
の
自
己
負
担
額
が
三

万
九
千
円
を
こ
え
た
場
合
に
限
ら
れ
ま

す。。
二
つ
の
病
院
へ
同
時
に
か
か
っ
て
い

る
場
合
、
両
方
を
合
算
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

。
入
院

・
通
院
・
歯
科
は
別
計
算
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
総
合
病
院
の
入
院

患
者
が
、
他
の
科
の
診
療
を
う
け
た
と

き
は
合
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
(
そ
の

と
き
で
も
歯
科
は
別
で
す
。)

。
手
続
き

所
定
の
「
高
額
療
養
費
支
給
申
請
書
」

を
提
出
(
用
紙
は
市
に
あ
り
ま
す
。)
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
際
病
院
等
で
発
行

の
領
収
証
及
び
印
鑑
、
預
金
通
帳
の
口

座
番
号
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
魚
津
市

内
の
病
院
等
で
の
診
療
を
う
け
ら
れ
た

方
は
手
続
は
い
り
ま
せ
ん
。
(
三
万
九
千

円
以
上
の
差
額
は
市
か
ら
直
接
市
内
の

病
院
等
へ
支
払
わ
れ
ま
す
。)

マ
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

助
産
費
と
し
て
六
万
円
が
支
給
さ
れ
ま

す。マ
出
産
し
た
子
ど
も
を
保
育
し
た
と
き

育
児
手
当
金
と
し
て
五
千
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

マ
加
入
者
が
死
亡
さ
れ
た
と
き
は
、
葬

祭
費
と
し
て
五
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

交
通
遺
児
福
祉
年
金
の
申
請

手
続
は
早
目
に
し
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
四
十
五
年
か
ら
交
通
遺
児

の
た
め
の
福
祉
年
金
を
支
給
し
て
い
ま

す。
対
象
と
な
る
の
は
、
四
月
一
日
現
在

で
、
市
内
に
居
住
す
る
義
務
教
育
終
了

前
の
児
童
と
幼
児
で
す
。
該
当
す
る
方

で
ま
だ
申
請
手
続
を
し
て
い
な
い
人
は
、

市
生
活
環
境
課
ご
階
)
で
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。

年
金
額
は
一
人
に
つ
き
一
万
二
千
円

で
、
五
月
五
日
の
「
子
供
の
日
」
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
生
活

環
境
課
(
8
2
3
2
)
ま
で
ど
う
ぞ
。

(7) 
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「
交
通
安
全
県
民
の
日
」

が
設
定
さ
れ
ま
し
た

V
毎
月
一
日
と
十
五
日
で
す
企

川
交
通
弱
者
の
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

四
十
七
年
を
ピ
ー
ク
に
し
て
毎
年
減

り
続
け
て
い
た
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡

者
が
、
五
十
三
年
に
は
県
内
で
六
年
ぶ

り
に
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
市
内
で
は

歩
行
者
、
自
転
者
利
用
者
な
ど
、
い
わ

ゆ
る
交
通
弱
者
の
事
故
率
が
増
え
て
い

ま
す
。
特
に
自
転
者
に
乗
っ
た
幼
児
・

生
徒
の
事
故
が
た
い
へ
ん
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

ω交
通
情
勢
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

現
代
は
「
大
量
交
通
時
代
」
と
い
わ

れ
ま
す
。
毎
日
の
交
通
情
勢
は
き
び
し

く
多
様
化
し
て
、
ま
す
ま
す
危
険
が
増

え
て
い
ま
す
。

ω「
交
通
安
全
県
民
の
日
」
の
設
定
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
処
す
る
た
め
、

現
在
の
「
交
通
安
全
模
範
の
日
」
を
見

直
し
、
さ
ら
に
安
全
運
動
を
刷
新
す
る

た
め
に
名
称
を
「
交
通
安
全
県
民
の
日
」

と
改
め
て
印
象
を
あ
ら
た
に
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
交
通
事
故
の
絶
滅
を

め
ざ
し
て
県
民
総
ぐ
る
み
の
運
動
を
繰

り
ひ
ろ
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

附
交
通
死
者
抑
止
三
つ
の
柱

マ
ド
ラ
イ
バ
ー

「
ス
ピ
ー
ド
を
落
そ
う
と
や
ま
県
」

マ
歩
行
者

「
手
を
あ
げ
て
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
」

マ
自
転
車
利
用
者

「
交
差
点
で
自
転
車
も
止
ま
っ
て

¥
h
u
 

市
で
は
、
い
つ
で
も
加
入
で
き
る
市

一
¥
総
司
、
古

民
交
通
傷
害
保
険
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

…
六
十
九

%bv

一切除
。陶
さ

掛
け
金
は
、

一
人

一
口
年
額
四
八

O
円

…
友
ぷ
何
全

で
、
二
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。
保
険

一

支
払
額
は
、
最
高
一
口
で
八

O
万
円
(二

一

口
の
場
合
は
百
六

O
万
円
)
で
す
。
万

…

一
の
事
故
に
そ
な
え
家
族
ぐ
る
み
の
ご

一

加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

な
お
、
昨
年
は

一
口
三
六

O
円
で
、

一
ム
ト
ラ
ク
タ
ー
、
耕
運
機
の

今
年
四
八

O
円
に
な
っ
た
理
由
は
、
次

~

作
業
。

の
通
り
で
す
。

一

一、
整
備
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン

汀
斗
什
引
け
川
井
日
引
川
汁

U
U
…

を
止
め
て
か
ら
行
い
ま

手
度

一
保
険
料
(
掛
金
二
支
払
保
険
料
一
事
故
件
数

一

下

IL
i
l
l
i
-
-下
I
l
l
-
-十
I
l-
-
L
}

IJ
よ
ラ
。

〔
〉

一-、E
園、ニ
-5
3
一二
主主
、ヨコ
3

一死者

一件
一
一

1

・

1
川
て
i
!5
1
r
i
:ι川
防

F
E
一

二、
圃
場
へ
の
出
入
り
、
あ

豆一

一一、喜
一九、雲
同
一
内
室
、
ロロロ
円
一
銭
一綿

一
一

ぜ
越
し
は
必
ず
ロ

1
夕

日
汁
汁
け
引
U
H
1リ
引
引
刊
可
制
斗
出

一

リ
を
止
め
、
ア
ユ
ミ
板

孟
二
=
、
六
史
、
三一口
円一

一、九回
口、DD
D

円
一
抑
制
と
H

一

ー二

一
一
cf
E
F

一;
ac
c
c
c
F

一傷者
一九一件
一

ォ

14JJ1T
I--TIl--↓
山
市
心
主

一

を
更
っ
て
、
ゆ
っ
く
り

陪

百

日

同

庁

ほ

同

協

医

巴

一

操
刺
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
過
去
三
年
間
通
算
し
て

一

1
叶
l
jゾ
/

保
険
料
と
支
払
額
の
割
合
が
、

一
定
率

一
¥

叫

久

長

以
上
に
な
っ
た
の
で
四
八

O
円
に
な
っ

一
公

対

U
Y一

た
も
の
で
す
。
ち
な
み
に
四
八

O
円
が

一

/
A
代
』

基
本
保
険
料
で
す
。
本
市
で
は
、
昭
和

…

四
十
五
年
度
か
ら
四
十
八
年
度
ま
で
が

一

連
続
四
八

O
円
で
あ
り
ま
し
た
。
ご
理

…

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一

受
付
は
、
生
活
環
境
課
で
行
っ
て
い

一

ま
す
。

安
全
を
確
か
め
よ
う
」

;
今
年
は
こ
の
三
つ
の
柱
を
も
と
に
、

交
通
安
全
運
動
を
市
民
一
人
ひ
と
り
の

参
加
で
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

ム
不
注
意
は
事
故
を
招
く
。

農
業
機
械
に
よ
る
事
故
は
、
ち
ょ
っ

と
の
不
注
意
か
ら
起
っ
て
い
ま
す
。

事
故
を
起
さ
な
い
た
め
に
次
の
こ
と

を
守
っ
て
、
あ
わ
て
ず
十
分
注
意
し

て
機
械
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

=一、
農
道
の
走
行
は
、
路
肩
の
く
ず
れ

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

四
、
耕
運
機
の
バ
ッ
ク
は
ハ
ン
ド
ル
が

浮
き
上
り
大
変
危
険
で
す
か
ら
必

ず
低
速
で
操
作
し
ま
し
ょ
う
。

機械作業は慎重に

『春の農作業安全運動』

ム
ト
レ
ー
ラ
ー
の
運
転

一、
交
通
規
則
を
守
り
、
つ

ね
に
安
全
運
転
に
つ
と

め
ま
し
ょ
う
。

弓
荷
台
に
は
絶
対
人
を
乗

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ、っ。

=一、
左
右
折
の
と
き
は
後
方

の
安
全
を
確
認
し
ゆ
っ

く
り
と
曲
り
ま
し
ょ
う
。

ム
育
苗
器
の
使
用

一、
育
苗
器
を
使
う
と
き
は
必
ず
ア
l

ス
を
付
け
、
漏
電
し
ゃ
断
器
も
取

付
け
ま
し
ょ
う
。

ニ、
電
気
を
入
れ
て
い
る
と
き
は
素
足

で
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

、っ。

(8) 

農
作
業
標
準
料
が

決
ま
り
ま
し
た

市
農
業
委
員
会
で
は
、
三
月
五
日
の

総
会
で
、
次
の
よ
う
に
市
内
に
お
け
る

農
業
料
金
の
基
準
を
申
し
合
せ
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
耕
運
機
十
ア
ー
ル
当
り一O
、七

O
O円

{
荒
起
五
、
三

O
O円

{
荒
掻
二
、
七

O
O円

戸
代
掻
二
、
七

O
O円

バ

イ

ン

ダ

ー

八

、

五

O
O円

コ
ン
バ
イ
ン
一
四
、
八

O
O円

ト

ラ

ク

タ

ー

一

O
、
0
0
0円

田

植

機

五

、

三

O
O円

マ
人
夫
賃
金
(
回
植
・
稲
刈
)

一

日

当

り

男

五

、

三

O
O円

女

四

、

八

O
O円

ご
存
知
で
す
か
?

母
子
家
庭
医
療
費
の
助
成

が
一
部
改
正
さ
れ
ま
す

市
で
は
四
月
か
ら
、
よ
り
よ
い
母
子

保
健
の
向
上
の
た
め
に
、
母
子
家
庭
の

義
務
教
育
終
了
ま
で
の
児
童
に
対
し
て
、

医
療
費
の
一
部
を
拡
大
し
て
助
成
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
対
象
と
な
る
方
で
、
ま
だ
申
請

を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
印
か
ん
・
健

康
保
険
証
等
を
持
参
し
て
、
市
社
会
福

祉
課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
社
会
福
祉
課
医
療

給
付
係
(
内
線
2
2
3
)
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。
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美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
:
・

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

②

許

可

を
受
け
た
広
告
物
で
も
掲
示

し
て
は
な
ら
な
い
禁
止
区
域
と
禁
止
物

件
(
街
路
樹
や
信
号
機
の
支
柱
)
が
定

め
て
あ
り
ま
す
。

③
路
上
や
電
柱
な
ど
施
設
を
管
理
し

街
路
樹
に
は
ポ
ス
タ
ー
が
ぶ
ら
さ
が

り
、
電
柱
に
し
ば
り
つ
け
た
看
板
は
傾

き
、
過
ぎ
去
っ
た
は
り
札
が
放
置
さ
れ

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
:
・。

こ
ん
な
光
景
は
街
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
見
か
け
ら
れ
ま
す
。
美
し
い
街
づ
く

り
を
願
う
市
民
に
と
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど

腹
だ
た
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な

ぜ
、
こ
ん
な
無
秩
序
な
広
告
が
な
さ
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
案
外
、
屋

外
に
広
告
物
を
出
す
と
き
に
、
許
可
が

い
る
こ
と
を
ご
存
じ
な
い
か
ら
で
す
。

立
看
板
、
は
り
札
・
ポ
ス
タ
ー

許
可
を
受
け
て
正
し
い
掲
示

無
秩
序
な
広
告
物
を
な
く
す
た
め
に
、

屋
外
広
告
物
法
や
県
条
例
で
正
し
い
掲

示
の
し
か
た
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
ま
す
と
・
・
.

①

立

看

板
、
は
り
札
・
ポ
ス
タ
ー
な

ど
を
屋
外
に
掲
示
す
る
と
き
は
許
可
を

て
い
る
公
共
団
体
や
会
社
の
許
可
を
受

け
た
も
の
に
限
り
掲
示
で
き
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
こ
ま
か
い
点
に
つ
い
て
の

き
ま
り
が
あ
り
ま
す
の
で
屋
外
に
広
告

物
を
出
さ
れ
る
時
は
、
市
役
所
、
建
設

課
、
建
築
住
宅
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
市
で
は
、
本
年
よ
り
違
反
広
告

物
の
簡
易
除
去
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

簡
易
除
去
と
は
、
立
看
板
、
は
り
札

・

ポ
ス
タ
ー
の
禁
止
区
域
及
び
禁
止
物
件

に
掲
示
し
て
あ
る
無
許
可
の
広
告
物
を

対
象
と
し
た
取
締
り
で
す
。
こ
れ
ら
の

取
締
り
の
対
象
と
な
ら
な
い
よ
う
広
告

物
の
掲
示
に
は
必
ず
許
可
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
手
で

ー
春
の
防
犯
運
動

4
月
間
日

1
5月
9
日

|

春
に
な
る
と
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

で
家
を
留
守
に
す
る
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
こ
の
時
期
に
は
特
に
戸
締
り
等

の
点
検
を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

「あ
き
巣
」
に
入
ら
れ
貴
重
品
を
盗
ま

れ
る
こ
と
ほ
ど
つ
ま
ら
な
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
侵
入
盗
犯
が
強
盗

に
か
わ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

行
楽
期
で
不
良
や
酔
っ
ぱ
ら
い
な
ど

の
迷
惑
行
為
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
犯
罪
を
未
然
に
防
止
し
て

安
全
な
暮
し
を
守
る
た
め
に
一
か
月
間

の
防
犯
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
を
し
ま
し
ょ
う
。

〔
運
動
の
重
点
事
項
〕

1

「
カ
ギ
」
か
け
運
動
と
盗
犯
防
止

2
行
楽
地
な
ど
の
暴
力
排
除

3
風
俗
環
境
の
浄
化

4
少
年
保
護
の
推
進

防犯のカギは心のカギ戸じまり忘れずに

(9) 
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水
族
館
等
開
館
に
な
り
ま
し
た

四
月
一
日
か
ら
水
族
館
な
ど
が
次
の

と
お
り
開
館
さ
れ
ま
す
か
ら
、
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

案
内
し
ま
す
。

別
館
が
し
ゅ
ん
工
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
旧
天
神
小
学
校
に
保
管
し
て
い
た
民

具
等
六
百
余
点
を
収
蔵
展
示
し
て
、
四

月
一
日
か
ら
一
般
に
公
開
し
ま
す
。
郷

土
の
歴
史
と
風
俗
を
知
る
た
め
に
大
い

に
役
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。
ご
来
館

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

hv
水
族
館
ポ
ス
タ
ー

歴
史
民
俗
資
料
館

別
館
完
成
四
月
オ
ー
プ
ン
グ

か
ね
て
増
築
中
の
歴
史
民
俗
資
料
館

砂
別
館
資
料
展
示

水
族
館
自
4
月
1
日
i

至
日
月
初
日

埋
没
林
博
物
館

自
4
月
1
日
j

至
日
月
初
日

歴
史
民
俗
資
料
館

自
4
月
1
日
1

至
日
月
初
日

歴
史
民
俗
資
料
館
へ

静
都
賠
両
氏
油
絵
を
寄
贈

旧
制
県
立
魚
津
高
等
女
学
校
並
に
県

立
魚
等
高
等
学
校
で
長
ら
く
教
べ
ん
を

と
ら
れ
、
幾
多
の
芸
術
家
を
は
ぐ
く
ま

れ
た
宇
都
宮
健
造
氏
が
こ
の
ほ
ど
自
作

の
大
作
「
剣
岳
」
の
油
絵
を
歴
史
民
俗

資
料
館
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
立
魚
津
中
学
校
で
大
正
初

期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
美
術
教
師
と
し

て
長
ら
く
教
べ
ん
を
と
ら
れ
、
あ
ま
多

の
子
弟
を
育
成
さ
れ
た
故
佐
々
木
直
哉

氏
制
作
の
風
景
画
を
、
中
村
古
秋
氏
の
あ

っ
旋
で
浅
尾
久
矩
氏
よ
り
同
資
料
館
へ

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
よ
り
開
館
の
同
資
料
館
で
は
別

館
新
築
を
記
念
し
て
両
氏
の
作
品
を
展

示
し
、
広
く
鑑
賞
し
て
い
た
ゾ
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

4
司
宇
都
宮
先
生
の
絵
画

「
生
き
が
い
を
求
め
る
趣
味
(
教
養
)

グ
ル
ー
プ
の
育
成
」

私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
し
、
生
き

る
喜
び
を
味
わ
う
一
つ
と
し
て
、
趣
味

(
教
養
)
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
中
央
公
民
館
で
は
、

O
市
民
一
趣
味
運
動

O
趣
味
グ
ル
ー
プ
の
育
成

を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

閉
じ
趣
味
を
も
っ
人
、
技
能
を
身
に

つ
け
た
い
仲
間
が
一
堂
に
集
ま
り
、
講

師
を
中
心
に
「
学
ぶ
」
こ
と
は
、
ど
ん

な
に
か
楽
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

一
日
々
技
術
が
向
上
す
る
に
つ
れ

生
き
が
い
を
感
じ
る
も
の
で
す
。

「
人
材
銀
行
の
活
用
に
よ
る

グ
ル
ー
プ
づ
く
り
」

市
に
は
し
ば
し
ば
紹
介
し
ま
し
た
人

材
銀
行
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

は
こ
の
人
材
銀
行
に
登
録
さ
れ
た
方
々

を
中
心
に
「
趣
味
、
教
養
グ
ル
ー
プ
」

を
数
多
く
結
成
し
て
み
た
い
と
目
下
計

画
中
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

グ
ル
ー
プ
の
結
成
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

「
老
後
は
充
実
し
た
生
活
を
」

最
近
高
齢
者
の
集
会
で
は
生
き
が
い

の
問
題
が
話
題
の
中
心
と
な
り
、
趣
味

に
生
さ
る
こ
と
が
生
き
が
い
で
あ
る
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
老

後
と
い
わ
れ
て
か
ら
で
は
遅
く
、
今
か

ら
技
能
、
技
術
を
身
に
つ
け
る
学
習
に

参
加
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
で
一
つ
で
も
多
く

の
趣
味
教
養
サ
ー
ク
ル
が
誕
生
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

若
者
の
施
設
|
|

開
館
十
周
年
を
迎
え
た

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

昭
和
四
十
四
年
四
月
に
開
館
し
た
市

勤
労
青
少
年
ホ
1
ム
は
今
年
で
開
館
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
問
、
多
く
の
働
く
若
者
の
青
春

の
館
と
し
て
教
養
に
、
ま
た
福
祉
の
向

上
に
と
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
は
働
く
青
少
年
の
憩
・
趣
味

-
教
養
な
ど
仕
事
の
余
暇
を
楽
し
む
場

で
す
。今
月
は
学
校
を
巣
立
っ
て
実
社
会
に

と
び
出
し
た
若
者
が
、
大
き
な
夢
と
経

験
し
た
こ
と
も
な
い
社
会
と
仕
事
へ
の

不
安
を
抱
く
季
節
で
す
。
新
し
い
職
場

で
は
緊
張
感
・
身
体
的
精
神
的
な
疲
労

も
感
じ
る
で
し
ょ
う
。
青
少
年
ホ
l
ム

は
そ
う
し
た
働
く
若
者
に
と
っ
て
す
ば

ら
し
い
憩
の
場
で
す
。
市
内
で
働
き
、

あ
る
い
は
市
内
に
住
む
二
十
五
歳
ま
で

の
勤
労
青
少
年
の
方
な
ら
だ
れ
で
も
利

用
で
き
ま
す
。

利
用
料
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

ホ
ー
ム
で
は
い
ろ
い
ろ
な
教
養
教
室
、

サ
ー
ク
ル
活
動
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
年
間
を
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
多
く
の
仲
間
が
あ
な
た
を
待
っ

て
い
ま
す
。

開
館
時
間
午
後
一
時
i
午
後
九
時

休
館
日
毎
週
日
曜
・
祝
祭
日

詳
し
い
こ
と
の
問
い
合
せ
は

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

g
n
1
4
3
3
0
ま
で

。。

判LJUl
口
約|問
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ん

wゐ
亀
岡

島
勘
助
え

五
十
四
年
度
学
校
開
放
始
ま
る

ね
《

専
門
指
導
員
を
配

置
し
、
指
導
面
の

充
実
を
図
り
ま
し

た。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

卓
球
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
体
力
づ

く
り
、
水
泳
、
そ

の
他
。

四
月
九
日
よ
り

|

|
大
町
小
・
旧
天
神
小
も
|

|

今
年
度
も
学
校
開
放
を
別
表
の
と
お

り
開
始
い
た
し
ま
す
。
市
民
各
位
多
数

が
利
用
さ
れ
ク
ラ
ブ
を
つ
く
っ
て
健
康

増
進
と
相
互
の
友
和
を
深
め
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

利
用
申
込
み
は
西
部
中
学
校
を
除
き

各
地
区
の
体
育
振
興
会
に
申
込
み
利
用

許
可
書
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

総
合
体
育
館
の

専
門
指
導
員
制
度

体
育
館
で
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の

技
術
指
導
と
、
体
力
づ
く
り
相
談
の
た

め
、
今
年
度
よ
り
次
の
種
目
に
つ
い
て

-
四
月
の
総
合
体
育
館
利
用
日
程
A
V

八
日

ω

富
山
相
互
銀
行
卓
球
大

会
(
中
体
育
室
・午
前
)

歌
謡
シ
ョ

l
(
大
体
育

室
・
一
日
)

市
連
青
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
大
会
(
大
体
育
室

一
日
)

二
十
一
日

ω

二
十
二
日
同

五
月
の
歩
こ
う
会

五
月
の
歩
こ
う
会
は
、
六
日
角
川
ダ

ム
方
面
へ
行
き
ま
す
。
電
鉄
魚
津
駅
午

前
八
時
三
十
分
鹿
熊
行
パ
ス
に
て
出
発

鹿
熊
で
下
車
し
、
鹿
熊
域
社
!
角
川
ダ

ム
ま
で
歩
き
、
帰
り
は
パ
ス
を
利
用
し

ま
す
。参
加
者
は
、
午
後
八
時
二
十
分
ま
で

電
鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

※
中
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

校名 日程臼 管理指導員 種 目 時 問

少t 宮坂公夫 ノ午ミントン・卓球その他
西
水 長田信子 婦人バレーボール

音民 木 保要孝三 バドミントンその他全般 19時~

中
金 増垣 勇 バレーポ→レ他・12月初テニス

土 岩元 博 卓球 ・バドミントン

月 棚橋正 富 体操 ・身本道
キ寸

火 金盛 功 卓球・バドミントン

木 水 金盛清一 ノ〈レーーオてーーノレ 19時~

木 行沢美津子 体操・剣道・鉢道

金 大沢武雄 ノ〈レーーオてーーノレ

で或r::Iゴ
火 富居静雄 ・石崎敏治 ノ〈レーー，寸てー-}レ

水 野村松夫 バドミントン ・卓球

島 木 小坂 同月 ノ〈レーーオて一一ノレ 19時~

金 野村昌徳 青年団・婦人会スポーツデー

土 大崎満男 パ Yミントン ・卓球

上 月 宮坂忠彦・松田敬二 ノ〈レーーオてーーノレ

野' 水 広田正一・紙谷実成 バドミントン・卓球 19時一
方 土 宮坂満男・石川金光 一般開放

西中グ

火 南部辰己 サッカー・ラグビー

水 油本 実 ソフトポール

フ
木 稲盛嘉男 野球 18日寺一

ン 金 下村賢明 ソフトポール
ド 土 島 久男 ソフトポール・サッカー

大 火 開保津昭彦 卓球・バスケット

関T 木 北野 孝保 卓球・バドミントン 19時~

金 永谷 勇 ノ〈レーーオてーーノレ

道 火 本元幸俊 バドミントン ・卓球

下 木 松倉幸雄・担軽 功 パドiントン・錦・レタjェーション 19時一

土 朝野隆芳・小路典子 パレ4→レ鯨・レタjェーション

西 火 大森憲一 卓球・バドミントン

布施 木 高瀬春枝 ノ〈レーーオてー-}レ 19時~

金 畠山敏一 卓球・バドミントン

{主 月 大道十覚・松本忠保 男子ノ〈レーポール

~士3宮
水 高木美喜子 女子ノ〈レーポール

19時一
木 松本 勇 卓球・バドミントン

土 寺西敏雄 親子軽スポーツ

上 火 水口 毅 卓球 ・バドミントン

島中 木 寺西忠雄 卓球・パドiントン・空手 19時~

土 川上昭・川崎京子 ノ〈レーーオてーーノレ

経 火 石 川光男 持道・卓球."ドミントン・財問1)

田 オく 長谷川道代 ノ〈レーーオてーーノレ 18時~

土 中村昌祥 車線/{j:討ン空手・財Tづくり

坪 火 清河茂雄 卓球・バドミントン 4 . 5月は
竪子 土曜日のみ

土 島沢友造 ノ〈レーーオて一一ノレ 19時ー

天 各第1月水土 関口正志 ノ〈レーーオて一一ノレ 7月より水

神 第2水土 関口 孝謙 ノ〈レーーオてーーノレ
鴫日開放

|臼
第3水土 t尺田 陽子 卓球 19時一

講
第4水土 関口 孝謙 ノ〈レーーオてーーノレ

堂
第5水土 沢田陽子 卓球

松 火 谷口逸夫・石橋勉 卓球・バドミントン・体力づくり
4 • 5月は
土曜日のみ

倉 土 谷口逸夫・石橋勉 バレーポール・卓球 19時~

片 火 三井芳治・若林孝盛 パドiントン・卓球・その他 6月より開
始

員 土 伊藤甚*.山本勇 ノ〈レーーオてーーノレ 19時~

学校体育施設開放一覧

。1)
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ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

前
納
す
る
と
国
民
年
金
保

険
料
が
割
引
き
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
を
一
定
期
間
ま

と
め
て
前
納
し
ま
す
と
、
割
引
き
さ
れ

ま
す
。こ
の
四
月
に
来
年
三
月
ま
で
の
一
年

分
を
前
納
し
ま
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

定
額
保
険
料
は
九
六

O
円
、
定
額
プ
ラ

ス
付
加
保
険
料
は
一
、

O
八
O
円
そ
れ

ぞ
れ
安
く
な
り
ま
す
。

(

定

額

)

三
九
、
六

O
O円
↓
三
八
、
六
四

O
円

(
定
額
+
付
加
)

四
四
、
四

O
O円
↓
四
三
、
三
二

O
円

保
険
料
の
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

国
民
年
金
係
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

会
社
を
退
職
し
た
人
は
国
民

年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

わ
が
国
に
は
、
国
民
年
金
や
厚
生
年

金
あ
る
い
は
各
種
の
共
済
年
金
な
ど
八

つ
の
公
的
年
金
制
度
が
あ
り
、
そ
の
人

の
職
業
に
よ
り
加
入
す
る
年
金
制
度
が

き
ま
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
人
は
、
農
林

漁
業
や
中
小
商
工
業
A

あ
る
い
は
自
由

業
の
人
や
そ
の
家
族
な
ど
で
す
。

会
社
を
退
職
し
、
自
営
業
に
な
っ
た

り
、
家
庭
に
入
っ
た
人
は
、

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の

人
で
あ
れ
ば
、
国
民
年
金
の

加
入
者
と
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
会
社
で
加
入
し

て
い
た
厚
生
年
金
な
ど
か
ら
年
金
が
受

け
ら
れ
る
ほ
か
、
国
民
年
金
か
ら
も
そ

の
期
間
に
応
じ
て
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
国
民
年
金
の
加
入
は
、
み
な
さ
ん

の
生
涯
を
大
切
に
守
る
道
で
す
。
い
ま

す
ぐ
、
市
の
国
民
年
金
係
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

固
囚
包
囲
固
因
固
因

問
私
は
出
産
の
た
め
、
十

一
年
間
厚

生
年
金
保
険
に
加
入
し
た
会
社
を
や
め

ま
し
た
。
将
来
、
年
金
を
う
け
た
い
の

で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
り
ま

す
か
。
現
在
二
十
九
歳
で
、
再
就
職
は

し
ま
せ
ん
。

答
お
た
ず
ね
の
内
容
か
ら
、
将
来
あ

な
た
が
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
つ

ぎ
の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

一、

第
四
種
被
保
険
者
に
な
る
方
法

厚
生
年
金
保
険
の
加
入
期
間
が
十
年

以
上
あ
る
人
が
、
加
入
者
の
資
格
を
失

な
っ
た
と
き
、
老
齢
年
金
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
加
入
期
間
を
満
た
し
て
い

な
い
ば
あ
い
は
、
加
入
者
の
資
格
を
失

な
っ
た
と
き
か
ら
六
か
月
以
内
に
届
出

を
す
れ
ば
、
老
齢
年
金
を
受
け
る
の
に

必
要
な
加
入
期
間
を
満
た
す
ま
で
の
問
、

引
続
き
個
人
で
厚
生
年
金
保
険
に
加
入

で
き
ま
す
。
こ
れ
を
「
第
四
種
被
保
険

者
の
制
度
」
と
い
い
ま
す
が
、
も
し
、

あ
な
た
が
こ
の
第
四
種
被
保
険
者
と
な

っ
て
、
二
十
年
の
加
入
期
間
を
満
た
し

ま
す
と
、
五
十
五
歳
か
ら
老
齢
年
金
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
第
四
種
被
保
険
者
へ
の
加
入

の
手
続
き
は
、
住
所
地
を
う
け
も
っ
て

い
る
社
会
保
険
事
務
所
で
す
。

二、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
方
法

今
後
会
社
勤
め
を
し
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
国
民
年
金

に
十
四
年
間
加
入
し
ま
す
と
、
厚
生
年

金
保
険
の
加
入
期
間
と
を
合
算
し
て
二

十
五
年
に
な
り
ま
す
の
で
、
六
十
歳
か

ら
厚
生
年
金
保
険
の
通
算
老
齢
年
金
が
、

六
十
五
歳
か
ら
国
民
年
金
の
通
算
老
齢

年
金
が
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
受
け
ら
れ
ま

す
。な
お
、
ご
主
人
が
国
民
年
金
以
外
の

公
的
年
金
制
度
(
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
な
ど
)
の
加
入
者
で
あ
れ
ば
、
あ
な

た
は
国
民
年
金
に
加
入
し
な
く
て
も
よ

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ば

あ
い
で
も
、
そ
の
期
間
は
、
通
算
老
齢

年
金
の
受
給
資
格
期
間
と
し
て
計
算
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
場
合
厚
生
年
金
保
険
か
ら
は
十
一

年
分
の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
国

民
年
金
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
納
付

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
年
金
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

将
来
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
国
民

年
金
に
加
入
し
、
両
方
か
ら
通
算
老
齢

年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

五
十
三
年
度
保
険
料
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
グ

四
月
で
す
。
五
十
四
年
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。
五
十
三
年
度
中
の
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
一
、
二
、

三
月
分
の
保
険
料
は
、
三
月
三
十
一
日

で
す
が
も
う
納
め
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

納
め
て
い
な
い
人
は
、
今
す
ぐ
納
め

ま
し
ょ
う
。
も
し
、
保
険
料
を
期
限
ま

で
に
納
め
て
い
な
い
と
、
万
一
病
気
や

ケ
ガ
を
し
た
り
、
不
幸
に
し
て
ご
主
人

に
死
別
し
た
と
き
、
障
害
年
金
や
母
子

年
金
が
も
ら
え
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た

納
め
忘
れ
て
放
っ
て
お
き
ま
す
と
将
来
、

老
齢
年
金
も
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
ず
か
ら
、
今
一
度
納
め
忘
れ

の
な
い
よ
う
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

(12) 

年
金
相
談
所
の
開
設

毎
月
第
三
木
曜
日
に

ー

l
午
前
十
時
1
午
後
四
時
|
|

「ね
ん
き
ん
は
、
む
ず
か
し
い
」
、
そ

ん
な
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

日
ご
ろ
、
み
な
さ
ん
が
思
っ
て
お
ら

れ
る
疑
問
や
、
自
分
の
年
金
に
対
す
る

不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
こ
ん
ど
か
ら
、

毎
月
第
三
木
曜
日
に
市
民
相
談
室
で
相

談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
国
民
年
金
の

こ
と
ば
か
り
で
な
く
厚
生
年
金
の
こ
と

も
相
談
に
応
じ
ま
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

J 

「自民年金8つのポイント
・約2，700万人が加入しています。
国民年金は、国が経営していますので、

つぶれたり、かけ捨てになることはありま

せん。

.20才から加入できます。
国内に住む日本人は、 20オになると、国

民年金にはいれます。i町でーや船員保険あるいは
共済年金をかけている人ははいれません。

・7つの年金と 1つの一時金があります。
長い人生のさまざまな事故に応じて、年

金や一時金が支払われます。

・年金の額は、目減りしません。

年金の額は、物価の上がり下がりに応じ

て、スライドされますので、目減りしませ

ん。 52年度は 9 . 4~'* 、 53年度は 6.7~'* 引上
げられました。

・保険料は、かけやすくなっています。

保険料は、 1か月 3，300円です。

まとめてかける有利な前納制度や、保険

料をかけることを免除してもらう制度があ

り、大変かけやすくなっています。

・付加保険料で、年金を大きくできます。

1か月 400円の付加保険料をかけて、将
来の年金を大きくしておけます。

・住宅資金が借りられます。

国民年金に 3年以上加入し、保険料を納

めていると、住宅をたてるとき 200万円ま

で借りられます。

・相当な国庫負担があります。

年金額のすを国が負担しますし、事務費

も全額国が負担しています。
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も
め
た
a
た

ι
ー

画
書
AEE附
魚津市下材木町3975-1

ft22-0462 

開館時間
9時30分ー18時
こどものへや
13時ー17時

土曜日 9時30分-16時

休館日
日暗・月末・祝日
秋期10日間

期
べ
心
・
本
は
そ
の
翼
:
:
:
①

ち
び
っ
子
再
発
見

今
年
は
、
国
際
児
童
年
で
す
。
国
際

児
童
年
と
は
、
国
連
の
児
童
権
利
宣
言

が
決
ま
っ
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
二
十
年

に
な
る
の
を
記
念
し
た
国
際
年
で
す
。

国
境
を
越
え
て
子
ど
も
の
問
題
の
改

善
に
、
一
層
の
努
力
を
し
よ
う
と
、
国

連
の
総
会
で
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
、
子
供
た
ち
を
見
直
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
は
じ
け
る
子
ど
も
の
目
」
「
幼
児
の
世

界
」
は
、

子
ど
も
の
側
に
た
っ
て
、
興

味
深
く
、
子
ど
も
を
と
ら
え
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
発
見
」

で
は
、
母
親
自
身
が

子
ど
も
を
通
し
て
、
自
ら
、
学
ぶ
姿
勢

で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
っ
て
い
ま

す。「
心
を
ほ
し
が
る
子
ど
も
た
ち
」
「
け
ん

か
を
忘
れ
た
子
ど
も
た
ち
」

は
、
現
代

の
子
ど
も
を
分
析
し
、
本
当
の
教
育
と

は
何
か
、
と
い
う
大
き
な
問
題
を
、
わ

か
り
や
す
く
、
し
か
も
、
気
楽
に
読
め

る
よ
う
に
書
か
れ
た
本
で
す
。

近
頃
の
子
ど
も
は
:
・
と
か
、
親
子
の

断
絶
と
い
う
言
葉
に
、
耳
慣
れ
て
久
し

く
な
り
ま
す
が
、

「
き
ら
わ
れ
る
親
、
好

か
れ
る
親
」
「
子
ど
も
を
知
ら
な
い
親
た

ち
」
「
満
点
マ
マ
減
点
マ
マ
」
「
オ
ヤ
ジ
学

入
門
」

は
、
子
ど
も
と
の
、
心
の
ふ
れ

あ
い
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
す
。

「
ニ
ど
も
の
心
」

は
、
幼
児
か
ら
青
年

ま
で
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
実
例
集

で
す
。こ
れ
ら
の
本
は
子
ど
も
を
知
る
糸
口

に
な
る
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
と
遊
び
は
、
き
り
離
せ
な
い

も
の
で
す
。

近
年
、
子
ど
も
の
自
殺
が
急
増
し
て

い
ま
す
が
、

「
子
ど
も
は
も
っ
と
遊
び
た

い」

で
は
、
そ
の
原
因
は
、
遊
び
を
奪

っ
た
大
人
に
あ
る
と
の
べ
て
い
ま
す
。

大
人
も
、
子
ど
も
に
も
た
の
し
い
遊

び
に
、
し
り
と
り
遊
び
が
あ
り
ま
す
。

し
り
と
り
も
、
ア
イ
デ
ア
し
だ
い
で

楽
し
い
ゲ
ー
ム
に
な
り
ま
す
。
「
母
と
子

の
し
り
と
り
遊
び
」

が
参
考
に
な
る
で

し
ょ
、
っ
。

近
頃
は
姿
を
消
し
ま
し
た
が
、
糸
ま

き
戦
車
、
べ

l
ゴ
マ
、
メ
ン
コ
、
割
り

著
鉄
砲
な
ど
、
昔
は
、
手
軽
で
楽
し
い

お
も
ち
ゃ
が
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

「
父
と
子
の
ワ
ン
パ
ク
遊
び
」

は
、
こ

う
し
た
な
つ
か
し
い
遊
び
と
、
そ
の
作

り
方
を
、
図
説
も
含
め
て
書
か
れ
た
本

で
す
。た
ま
に
は
、
父
と
子
そ
ろ
っ
て
、
ガ

キ
大
将
に
な
っ
て
み
る
の
も
、
い
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
は
、
楽
し
い
遊
び
が
好
き
な

よ
う
に
、
お
も
し
ろ
い
本
に
も
夢
中
に

な
り
ま
す
。

「
子
ど
も
に
し
て
あ
げ
た
お
話
、
し
て

あ
げ
な
か
っ
た
お
話
」
「
お
は
な
し
、
よ

ん
で
」
「
た
ん
ぽ
ぽ
に
な
っ
た
星
」
を
お

や
す
み
前
の
ひ
と
と
き
に
、
お
子
さ
ん

に
、
読
ん
で
あ
げ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

、っ。
民
話
は
、
民
族
の
大
切
な
遺
産
で
す
。

語
り
口
調
に
伴
う
、
ふ
ん
わ
り
と
し
た

ム
l
ド
を
、
春
う
ら
ら
か
な
日
に
楽
し

む
の
も
格
別
で
す
。

「
あ
っ
た
と
さ
物
語
」
は
、
か
む
か
し
あ
る

と
こ
ろ
に
・.. u
で
始
ま
る
民
話
集
で
す
。

ご
一
読
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

こ
こ
に
紹
介
し
た
本
は
備
え
て
い
る

本
の
一
部
で
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い。

一
人
三
冊
二
週
間
か
り
ら
れ
ま
す
。

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
市

4
月
の
お
し
ら
せ

2
日
側
か
み
し
ば
い

ね
ず
み
も
り
に
な
ん
じ
ゃ

も
ん
じ
ゃ
が
や
っ
て
き
た
。

さ
あ
、
ね
ず
み
も
り
で
、
何

か
が
お
こ
る
・
・
・
・
・
-

m日
側
お
り
が
み

し
ん
ぶ
ん
で
折
る
、
お
お
き

な
、
お
お
き
な
、
お
り
が
み

な
に
が
で
き
る
か
な
?

3
じ
初
ぷ
ん
か
ら
こ
ど
も

の
へ
や
で
ひ
ら
き
ま
す
。

日
曜
開
館
の
お
し
ら
せ

第
二
日
曜
日
四
月
八
日

H

五
月
十
三
日

な
お
翌
日
の
月
曜
日
は
休
館
し
ま
す
。

川
柳
教
室

。
期
日
四
月
十
一
日
側

午
後
一
時
三
十
分
i

図
書
館

「
増
え
る
」
「
指
定
席
」

O
会
場

。
課
題

c孟~<::::::Je， て、 ￠喝.~~事註::;.__.， <:~~<""~Cム d 司t:~、

(魚芳命必然 j
;， (第67回) 魚族紹介ω?

; まいわし ! 
らーι4ら ~ ~ 
;~躍納関感題込 js 句、 ~ !，( 。
j 日本各中守れる代表的な大衆魚で、一時 i 
j期糊し町一一回び j
増加の傾向にある。回遊性で植物ブランクト 同

λ ンを主食とし体の両側にアつの黒いはん紋ガ k 

i あるので「七つ星」とも呼ばれる。体長20an ~ 

yほどに成長しだものは失効いわしと呼ばれ、 i 
H ことに冬から春にかけて脂ののつだ大羽いわ 2 
広 しの焼き疋ては格別である。大きさによって令

ゼ 煮干しゃ干物に加工されるガ、ごく新鮮なも u iーして一叫的!
のもよいo

M 魚 の方言 & 

j ①タカノハ 初パカマータ力 yjT j 
②ミギマキ オケイサンーシロタカノハ 8 

9力。~~.~~心c:.-~./ ~-=司自主.0

(13) 
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現ゐ窟借
甚

A
『
同
月

r
}
民
叫
同
一
月

V
住
民
検
診

五
十
四
年
度
の
一
般
住
民
検
診
を
実

施
し
ま
す
。
日
時
、
場
所
、
該
当
地
区

な
ど
に
つ
い
て
は
、
毎
月
の
広
報
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

受
け
や
す
い
と
こ
ろ
で
受
検
し
て
く

だ
さ
い
。
通
知
書
は
、
結
核
予
防
婦
人

会
の
方
々
に
よ
り
、
各
家
庭
へ
と
ど
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

受
検
す
る
時
は
、

必
ら
ず
通
知
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

マ
住
民
検
診
日
程

L
/
3
一昨
滑
川
時
一
夜
-
万
事
士
一
諏
訪
町

1
・
2

4

ノ

2
一口
駅
叩
分
一

2
2
・千
幸
一

・
3
区

年
一
回
の
健
康
診
断
は
、
必
ら
ず
受
け

て
く
だ
さ
い
。

V
乳
幼
児
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・

B
C
G
接
種

マ
該
当
者

l
満一一一
か
月
か
ら
三
歳
ま
で

の
乳
幼
児
で
、
今
ま
で
に
一
回
も
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
を
受
け
て
い
な
い
人
。

マ
接
種
す
る
時
の
注
意

熱
の
あ
る
人
、

特
に
湿
し
ん
な
ど
ま
ん

延
性
の
皮
膚
病
の
人
は
、
医
師
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
⑧
麻
し
ん
(
ハ
シ
カ
)

の
予
防
接
種
後
一
か
月
の
間
隔
を
あ
け

て
く
だ
さ
い。

マ
実
施
日

経 天 大 片
上野方 布施西

坪 松 f主
上島中 t名区也

回 神 国T 貝 聖子 倉 τEまヨま

1月4 8 1月4 8 1月4 7 1月4 7 1月4 7 1月4 1 1月4 1 1月4 1 1月4 1 1月4 0 
ルp、、JdL 笑

制日 付日。(必日 (刈日 {必日 付日。制日 制日 制日 臼 クンリ 施(必

2月4 0 
月4 
1月4 9 1月4 9 1月4 9 1月4 3 

幽1月4 日3 鎗1月4 日3 盛
1月4 3 1月4 2 

B 

幽2日0 
C 日

幽日 附臼 嗣日 嗣日 幽日 幽日 附日 G 

苦言天神省民:1::官i 魚津A 民館A 
片
上聖方子 布施西

坪 松 f主

貝 聖子 倉 =ε~ 
会

11 11 11 11 11 11 場

マ
受
付
時
間

l
各
日
共
午
後

一
時
三
十

分
i
一一時

マ
他
の
地
区
は
、
七
月
の
広
報
に
記
載

し
ま
す
。

V
日
本
脳
炎
予
防
接
種

マ
接
種
の
対
象
及
び
方
法

三
歳
i
十
五
歳
ま
で
の
人
を
対
象
と
す

る-
初
回
接
種

1
七
日

i
十
四
日
間
隔
で

二
回
接
種
。

-
追
加
接
種

1
初
回
接
種
の
翌
年

一
回

接
種
で
基
礎
免
疫
と
す
る
。

-
基
礎
免
疫
終
了
後
、
十
五
歳
ま
で
の

人
に
対
し
て
三
年
ご
と
に
追
加
免
疫
と

し
て
一
回
実
施
す
る
。
(
小
学
校
二
年

生
と
五
年
生
、
中
学
校
二
年
生
で
各
小

・中
学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。)
な
お
、

三
歳
以
上
で
施
設
等
へ
入
っ
て
い
な
い

幼
児
は
、
次
の
日
程
で
実
施
し
て
い
ま

す。マ
実
施
日

マ
受
付
時
間

1
各
日
共
午
後
一
時
三
十

分
1
一一時
。

マ
料
金

l
無
料

マ
禁
忌
事
項

川
発
熱
し
て
い
る
人
、
又
は
著
し
い
栄

養
障
害
の
状
態
に
あ
る
人
。

ω心
臓
血
管
系
、
じ
ん
臓
疾
患
又
は
、

肝
臓
疾
患
な
ど
の
た
め
に
治
療
を
勧
め

ら
れ
て
い
る
人
。

ω接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成
分

に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
人
。

ω過
去
に
お
い
て
、
こ
の
予
防
接
種
に

よ
り
、
副
反
応
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る

人
。ω接
種
前
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の

症
状
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

ωそ
の
他
、
接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適

当
と
認
め
ら
れ
た
人
。
以
上
の
人
は
接

種
で
き
ま
せ
ん
か
ら
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
マ
接
種
当
日
、
朝
と
畳
の
体
温
を
計
っ

て
く
だ
さ
い
。
母
子
手
帳
持
参
。

マ
予
防
接
種
に
関
す
る
こ
と
は
、
市
生

活
環
境
課
保
健
係
(
内
線
2
3
1
)
へ
ー

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

V
乳
児
検
診

1月4 2 月4 6 月

付命日 幽日
日

時21午f時圭1 時3分1100午前時8 Pイ時ム間民寸t 

か2月3人官E月4か2 Y0 ，、U 
8 

か 対

月
象

児

" 
イ健所呆 場所

マ
三
か
月
児
検
診
時
に
、
こ
関
節
脱
き

ゅ
う
検
診
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

V
一
歳
六
か
月
児
検
診

マ
会
場

l
魚
津
保
健
所

マ
お
子
さ
ん
愛
用
の
お
も
ち
ゃ
を
、
ヂ

持
参
く
だ
さ
い
。

G:3 
@6) 

V
三
歳
児
検
診

月5 2 1月4 8 月4 4 月

例目 側目 制臼
日

11 11 時21午f時1 st イぷム間時揖盛す-

4こ日1 6こ1臼6 4こ1

歳3 1 歳3 1 歳3日1 責寸

4なこ1日5 
4なる人こ3でま日0 

な4こ1日5 

象
る人でま 人るでま

11 11 イ健所呆 ~ 
場

V
胃
検
診

(14) 

月5 月5 月4 
4 
月月

4 l 26 14 日
日 日 日 日

魚

青年少ホ

片

i掌 貝 ~ 
H rム、、 Fム下a、h 

民 民 場

館 ム 箆

11 

月4 月4 月4 

23 20 10 
日 日 日

マ
受
付

1
午
前
九
時
i
十
時

マ
料
金

1
八
O
O円

⑧
受
診
さ
れ
る
方
は
、
当
日
朝
食
、
た

ば
こ
、
水
な
ど
一
切
召
し
上
が
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

V
婦
人
検
診

マ
受
付

l
午
後
一
時
i
二
時

マ
料
金

l
六
五

O
円

マ
四
月
二
十
五
日
の
青
少
年
ホ
l
ム
で

の
婦
人
検
診
に
併
せ
て
、
乳
が
ん
検
診

も
希
望
さ
れ
る
方
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

料
金

1
七
五

O
円
で
す
。

マ
一
年
に
一
回
は
、
が
ん
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
が
ん
検
診
の
申
込
み
は
、

各
家
庭
へ
ま
わ
る
申
込
み
用
紙
に
記
入

す
る
か
直
接
市
生
活
環
境
課
へ
申
込
み

く
だ
さ
い
。
内
線
2
3
1

V
母
親
学
級
(
A
コ
l
ス
)

マ
四
月
二
十
日
幽

マ
時
間

l
午
前
九
時
三
十
分
i
午
後
三

時
三
十
分
(
時
間
励
行
)

マ
場
所

1
魚
津
保
健
所
講
堂

マ
対
象

l
妊
娠
し
て
い
る
人
、
又
は
そ

の
家
族
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マ
今
月
の
内
容

映
画

l
妊
娠
か
ら
分
娩
ま
で

実
習
土
産
の
た
め
の
妊
娠
体
操

実
習

l
妊
娠
中
の
栄
養
、
食
事

講
話

l
妊
娠
の
生
理
(
医
師
)

そ
の
他

マ
初
産
の
方
は
早
目
に
必
ず
受
け
ま
し

ょ、っ。
マ
昼
食
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
母
子
手
帳
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

V
成
人
病
相
談

マ
四
月
五
日
附
四
月
十
九
日
闘
い
ず
れ

も
午
後
一
時
i
二
時

マ
場
所

1
市
庁
舎
保
健
室
(
一
階
正
面

向
っ
て
右
端
)

マ
内
容

l
医
師
に
よ
る
診
察
・
心
電
図

血
圧
測
定
・
検
尿
・
保
健
指
導
。

マ
検
査
料

l
無
料

※
希
望
者
は
一
週
間
前
ま
で
に
、
市
生

活
環
境
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

V
健
康
相
談

マ
四
月
十
七
日

ω
西
布
施
公
民
館

。
午
前
十
時
1
午
後
三
時

O
成
人
病
食
調
理
実
習
、
健
康
相
談

。
健
康
体
操

マ
四
月
十
六
日
開
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
(
松
倉
)

0
午
後
一
時
1
午
後
三
時

O
健
康
相
談
、
健
康
体
操

V
健
康
体
操

|
成
人
病
予
防
に
|

O
毎
週
水
曜
日
午
前
十
時
i
十
一
時

三
十
分
ま
で
大
光
寺
公
民
館

V
健
康
体
操

|
健
康
で
長
生
き
の
た
め
|

o
四
月
五
日
附
本
江
公
民
館

四
月
十
九
日
同

H

午
前
十
時
i
十
一
時
三
十
分

V
百
楽
荘
に
お
け
る
老
人
健

康
相
談

マ
四
月
十
日

ω午
前
十
時
三
十
分
i
十

二
時

O
内
容

l
健
康
体
操

・
個
別
相
談

マ
四
月
二
十
四
日

ω午
前
十
時
三
十
分

i
十
二
時

0
内
容

l
衛
生
教
育

・
個
別
相
談

・
健

康
体
操

V
栄
養
教
室
の
ご
案
内

魚
津
保
健
所
で
は
、
五
十
四
年
度
の

栄
養
教
室
を
次
の
と
お
り
開
催
↓
ま
す
。

受
講
希
望
の
方
は
、
魚
津
保
健
所
E
M

|
0
3
5
7
栄
養
士
ま
で
連
絡
く
だ
さ

o
開
催
期
間

l
五
十
四
年
六
月
か
ら

五
十
五
年
三
月
ま
で
十
二
回
。

0
時
間

l
午
前
九
時
三
十
分
i
十
五
時
。

O
場
所

0
内
容
講
義

l
身
体
の
し
く
み
、
食
品
衛
生
他

実
習

1
成
人
病
食
、
季
節
料
理
他

0
経
費

1
実
習
材
料
費
二

O
O円

O
申
込
み
締
切
日

1
四
月
下
旬

V
成
人
病
は
血
圧
の
管
理
か
ら

だ
れ
で
も
で
き
る
一
番
大
切
な
成
人

病
の
予
防
は
血
圧
の
管
理
で
す
。

市
で
は
、
五
十
三
年
度
成
人
病
検
診

で
血
圧
測
定
を
行
っ
た
結
果
は
次
の
と

お
り
で
し
た
。
(
図
I
)

高
血
圧
が
長
く
続
く
と
動
脈
硬
化
を

魚
津
保
健
所

起
し
、
心
臓
、
脳
、
じ
ん
臓
に
障
害
を

き
た
し
て
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
、
じ
ん

不
全
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

血
圧
は
た
え
ず
動
い
て
い
ま
す
。
(
図
H
)

何
回
か
測
り
、
自
分
の
血
圧
を
覚
え

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

血
圧
が
最
高
一
四

0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、

最
低
九

0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
人
は
、

塩
分
の
と
り
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

日
本
人
は
平
均
し
て
一
日
一
五
グ
ラ
ム

以
上
の
塩
分
を
摂
取
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

高
血
圧
の
人
は
八
グ
ラ
ム
以
下
に
し
、

:図I
昭和53年度血圧測定結果状況

j ⑧ 受検者総数1.939名(男515名、女1，424名) ⑧ 

同
一欄

! I 隣総鱒韓議覇防歳以上麟輔綴欄

高血圧症介類区介

名

名

女

女
名

名

男

男
雌

圧

楠

血

正

耕

宮

間

己
岡
一
一

常(男230名、女798名)

リパ同一
回
一
桝
崎
医
院
一
併
供
唯
刊
3
9
9

8
日
一
日
一
宮
本
医
院
一
噺
細
川
0
1
2
2

日
日
一
回
一
宮
元
医
院
一
部
@
氾
1
3
9
3

n
日
一
回
一
寺
崎
医
院
一
駈
@
川
3
6
1
9

9

1
一致一
h

箇
川
津
緑
ケ

一
大
光
寺

2

f
一
任
一
丘
病
院
一
宮
@
1
1
5
6
7

ω日
一閃
一
鈴
木
医
院
一
訓
練
岬
0
1
7
7

九
時
一
附
一
浦
田
病
院

一僻
@
ほ
5
0
5
3

5
日
一
由
一
浦
田
病
院
一
僻
@
氾
5
0
5
4

6
日
一
回
一
江
幡
医
院
一
誠
鎚
沼
5
0
5
2

。。
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市
民
会
館
で
の
催
物

今
月
大
ホ
l
ル
で
の
催
物
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

皆
様
ご
来
場
の
う
え
楽
し
く
お
過
ご

し
い
た
だ
き
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま

す。アピ 催
ノ
物

表会発
名

正午{2日日9} 午前韓2(日日2) 
と

き

11 11 無料

高言
平 主
{鑑

者

備
考

1
止
む
を
得
な
い
事
由
で
期
日
が

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
ご
了
承
く
だ
さ

'ν 

新
川
女
子
高

J
R
C
部
に

中
日
ブ
ル

l
パ

l
ド
賞
グ

第
二
十
三
回
を
迎
え
た
中
日
新
聞
ブ

ル
l
バ
ー
ド
賞
奨
励
賞
に
、
県
立
新
川

恥

ι陰
降

女
子
高
校
J
R
C部
(
代
表
浅
井
由
子

さ
ん
他
二
十
七
名
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
社
会
福
祉
に
貢
献
し
た
団
体

や
個
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
今
年
度

奨
励
賞
は
新
川
女
子
高
校
J
R
C
部
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
昭
和
四
十
七
年
に
発

足
。
こ
れ
ま
で
七
年
間
に
精
神
薄
弱
児

収
容
施
設
黒
部
学
園
や
特
別
養
護
老
人

ホ
l
ム
新
川
ヴ
ィ

l
ラ
の
慰
問
、
経
団

駅
の
清
掃
、
施
設
の
た
め
の
ベ
ル
マ
ー

ク
や
古
切
手
の
収
集
、
街
頭
募
金
運
動
、

点
字
・
手
話
学
習
な
ど
幅
広
い
善
意
の

奉
仕
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
委
嘱
の
案
内

任
期
満
了
(
野
崎
重
次
郎
氏
住
所
出
)

に
伴
う
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
法
務

大
臣
よ
り
次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

氏
名
海
野
清
盛
氏
(
新
任
)

住
所
魚
津
市
大
字
大
海
寺
野
村

三
五
七
四

発
令
年
月
日
五
十
四
年
三
月
一
日

農
業
用
水
路
の
管
理
に

つ
い
て
の
お
願
い

春
の
耕
作
期
を
迎
え
、
各
農
業
用
水

路
が
使
わ
れ
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
用
水
路
は
、
生
活

用
水
や
海
の
漁
場
に
ま
で
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
わ
ず
か
な
ゴ
ミ
や
草
と
思
っ

て
も
下
流
に
な
る
に
つ
れ
大
変
な
迷
惑

に
な
り
ま
す
。
用
水
路
の
管
理
清
掃
は

おむつ200枚

。。

北日本放送社会福祉事業基金

富 ・牛島10-18 ストレッチャー1台

野村文夫六郎丸 砂糖10kg

髪口吉雄岡経団 みかん15kg入5箱

城岡雅子東城 玉子10kg入1箱

上回 綾子 富 ・水橋開発カンピョウ0.8kg

吉野禎貢本町 1丁目 湯呑40コ

平岡定幸友道 5，000円

畠平幸作東京都江東区大島 5，000 

稲塚栄作火の宮町 30，000 

中村久男上村木395 20，000 

鮒魚津製作所金川四郎新金屋 10，ODO

西川 浩六郎丸 40，000 

双葉会片貝 20，000 

村木婦人会村木 10，000 

中林徳則滑・田中町 5，000 

谷口久隆慶野 41，652 

尾崎周一大光寺 2，000 

上岸 清友栄町 2，000 

匿 名本町 2丁目 2，000 

新川ヴィーラ後援会 206，000 

山内ツタ友道 ハンカチ100枚

岡本常吉上口 生わかめ30袋

越野芳枝火の宮町応接セットカバー

伊藤秀郎湯上 衣類他76点

双葉会片貝 タオル110本

村木婦人会村木 タオル 13本
セ ッケン δ6コ
砂糖 5 kg 
フキン 4枚

ボランティア水曜会富・
富 ・舟橋南町

念
入
り
に
行
い
、
ゴ
ミ
や
刈
草
を
流
さ

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
最

近
で
は
大
量
の
刈
草
が
漁
網
に
か
か
り
、

被
害
を
出
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

四
H
ク
ラ
ブ
員
募
集

四
日
ク
ラ
ブ
は
、
市
内
の
農
業
自
営

者
及
ぴ
農
業
に
関
心
を
持
つ
若
い
農
業

後
継
者
の
集
団
で
す
。
農
業
の
将
来
に

夢
を
託
し
、
心
行
く
ま
で
語
り
、
研
修

し
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
の
若
人

の
集
ま
り
で
す
。
男
女
を
聞
は
ず
主
旨

賛
同
さ
れ
る
方
々
の
加
入
を
募
り
ま

す
。
詳
細
は
、
市
役
所
農
政
課

g
n
|
2
2
0
0
(
内
線
2
8
3
)

農
業
改
良
普
及
所

8
M
l
0
5
3
2
(
内
線
2
4
9
)

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

有
害
鳥
獣
の
駆
除
を
実
施
し
ま
す

市
で
は
、
人
畜
や
農
作
物
の
保
護
と

公
害
等
の
防
止
の
た
め
有
害
鳥
獣
の
駆

除
を
魚
津
猟
友
会
の
協
力
を
得
て
次
の

と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
狩
猟
期
間
(
十
一
月
十

五
日
i
二
月
十
五
日
)
外
に
お
い
て
、

銃
声
が
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
お
も
い

ま
す
が
安
全
に
は
万
全
を
期
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

松
倉
、
片
貝

ウ

サ

ギ

]

下
野
方

E
ウ

ソ

-

官

4

回

加
積
、
下
島
町
方
、
商
布
環
上
の
方

恒
ム
ク
ド
リ

闘
ス
ズ
メ
経
寸
阿
片
陸

ri

駆

天

神

、

西

布

施

獣

カ

モ

酬

熊

提

出

世

草

、

片

員

有

主
と
し
て
上
中
鳥
松
会
ト
野
方
、
西
布
施

カ
ラ
ス

T
I
l
l
1
1
1
I
l
l
l
1
1
1
l
i

自
川
目
川
目
川
日
川
同
月
白
川
白
川
日
川
目
川
日
付
日
付
白
川

4
5
6
7
8
9
m
u
U
1
2
3
 

町
村
合
併
の
名
残
の

谷
が
な
く
な
る

片
貝
郵
便
局
に
名
称
変
更

昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日
に
町
村
合

併
し
て
す
べ
て
の
も
の
か
ら
片
貝
谷
村

の
谷
が
取
ら
れ
て
片
貝
と
な
り
ま
し
た

が
、
片
貝
谷
郵
便
局
だ
け
が
昔
の
名
残

を
止
め
「
谷
」
を
取
ら
な
い
で
今
日
ま

で
来
ま
し
た
が
、
近
代
化
の
た
め
に
四

月
二
日
か
ら
、
片
貝
郵
便
局
と
名
称
を

改
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
電
話
発
売
グ

電
話
局
で
は
、
よ
り
よ
い
便
利
な
電

話
を
発
売
し
ま
し
た
。

お
宅
の
電
話
も
、
こ
の
機
会
に
プ
ラ

ス
α
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

家
族
構
成
や
、
間
取
り
、
お
部
屋
の

雰
囲
気
に
合
わ
せ
た
、
あ
な
た
に
ピ
ツ

タ
リ
の
電
話
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

。
新
親
子
電
話

プ
ザ

l
ひ
と
つ
で
、
か
か
っ
て
き
た

電
話
を
自
由
に
転
送
で
き
ま
す
。

。
ホ
ー
ム
テ
レ
ホ
ン
F

手
軽
る
で
、
お
得
で
、
部
屋
と
部
屋ヘ
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へと
の
お
話
が
自
由
に
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は

E
n
-
-
o
o
o番
(
無

料
)
へ

お
祝
電
報
は
お
早
め
に
グ

春
の
結
婚
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

O
大
安
日
や
土
曜
、
日
曜
日
は
祝
電
ラ

ツ
シ
ュ
で
す
。

O
お
祝
い
電
報
は
「
配
達
目
指
定
電
報
」

と
し
て
配
達
日
の
三
日
以
前
に
お
打

ち
に
な
る
と
一
五

O
円
割
引
き
に
な

り
ま
す
。

O

「
配
達
目
指
定
電
報
」
は
十
日
前
か

ら
予
約
受
付
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
日
の
午
前
ま
た
は
午
後
と

ご
指
定
く
だ
さ
い
。
(
配
達
目
指
定
は

無
料
)
魚
津
電
報
電
話
局

電
気
配
線
無
料
診
断

四
月
中
に
次
の
地
区
の
無
料
診
断
を

行
い
ま
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

木
下
新
、
天
神
野
新
、
長
引
野
、

布
施
爪
、
黒
沢
、
大
沢
、
日
尾
、御
影

く
わ
し
い
こ
と
は
、
次
へ
ど
う
ぞ

財
団
法
人
北
陸
電
気
保
安
協
会
富
山
支

部
魚
津
事
務
所
(
新
金
屋
一
丁
目
北
陸

電
力
側
魚
津
営
業
所
)

g
n
|
1
6
5
5
 

L
P
ガ
ス
の
保
安
点
検

四
月
中
に
、
次
の
地
区
の
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
の
消
費
設
備
の
保
安
点
検
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。
魚
津
地
区

新
宿

一
五
八
戸

真

成

寺

町

六

二

戸

双

葉

町

六

七

H

並

木

町

一

三

八

H

上

村

木

九

五

H

点
検
に
は
、
富
山
県
L
P
ガ
ス
協
会

魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員

が
伺
い
ま
す
。
詳
し
い
事
は
、
同
セ
ン

タ
ー
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

g
M
1
5
3
4
0
 

『
ガ
ス

・
コ
ッ
ク

閉
じ
て
笑
顔
の
夜
が
更
け
て
』

元
栓
は
、
就
寝
、
外
出
時
は
勿
論
の
こ

と
、
使
用
の
つ
ど
、
開
閉
の
習
慣
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

ー
青
年
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会

i

地
域
を
愛
し
、
地
域
に
ど
っ
し
り
根

を
お
ろ
し
て
明
る
い
郷
土
づ
く
り
と
、

青
年
一
人
ひ
と
り
の
生
活
の
向
上
と
人

格
の
形
成
を
め
ざ
し
て
い
る
の
が
青
年

団
で
す
。

今
月
は
団
員
拡
充
月
間
と
し
て
ふ
る

さ
と
の
仲
間
づ
く
り
運
動
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
次
の
よ
う

に
若
人
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を

企
画
し
ま
し
た
。

一
般
市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
も
歓

迎
し
ま
す
。

日
時

戸
い

四
月
二
十
二
日
制

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

市
総
合
体
育
館

魚
津
市
連
合
青
年
団

会
場
主
催

ふ
る
さ
と
運
動
仲
間
づ
く
り

推
進
協
議
会

市
教
育
委
員
会

み
ん
な
で
歌
お
う

み
ん
な
で
踊
ろ
う

み
ん
な
で
ゲ
l
ム
を

み
ん
な
で
語
ろ
う

み
ん
な
で
楽
し
も
う

。
運
動
が
で
き
る
服
装
で

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

内
".... 

壬ヨーパンジーやディジーを

植えた街路樹の下は、

小さな花壇です。

水をやったり除草した

みんなで可愛いが

ってくださいネ。

り、

" よ
しミ

明家
る庭
しミ

対
灯話

民る
議金 " 

国際児童年のスローガン
(国際児童年事業推進会議)

内閣総理大臣賞

「わが子への愛を世界のどの子にも」
市川昭吾 (63歳)神奈川県

浦本久男

飛世印房

。め

金川 四郎側魚津製作所 10，000円

大黒義一新角川二丁目 20，000 

内生昭年本町一丁目 50，000 

三浦作蔵吉野 20，000 

友田道治新角川二丁目 3，000 

田林テル舛田 2，500 

松井っかお大沢 2，500 

匿 名中央通り一丁目 100，000

林 トミ友道 5，000 

火の宮区区長浜阿弥次兵衛 5，504 

増田鉦市ー吉島 2，000 

瀬谷田鶴子文化町 2，500 

板井直江末広町 2，500 

浜多軍平火の宮町 5，000 

朝野栄時東町 30，000 

中島岩吉上口二丁目 30，000 

野崎作次郎出 5，000 

梅原与次住吉 20，000 

匿 名小川寺 10，000 

奥村修三新角川二丁目 10，000 

友田道治新角川二丁目 3，000 

八倉巻梅雄三ケ 30，000 

山下早智子釈迦堂 中古衣類 7点

川原保育園母の会代表大久保利恵
中古衣類90点

大町校下婦人会代表三由みのる
古切手 3，500枚

本江 中古カラーテレビ1台

上村木 古切手 3，000枚
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佐
々
成
政
書
状

ふるさとの文化財

その側

昭和47年 1月26日

本町 1丁目照顕寺蔵

電鉄魚津駅より徒歩5分

杉
方
に
奮
因
さ
れ
た
。
し
か
し
佐
々
成

政
が
勢
を
盛
り
か
え
し
て
越
後
勢
を
追

い
か
え
し
、
境
川
を
越
え
て
落
水
付
近

ま
で
も
焼
き
払
っ
た
。
そ
の
勢
に
乗
じ

て
、
北
越
後
の
新
発
田
城
、
王
、
新
発
田

重
家
と
提
携
し
、
春
日
山
城
の
上
杉
景

勝
を
南
北
か
ら
は
さ
み
打
ち
に
し
よ
う

と
の
重
要
な
計
画
の
書
類
で
あ
る
。

所
蔵
の
照
顕
寺
は
、
後
年
魚
津
城
主

と
な
っ
た
青
山
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
。

織
田
、
上
杉
、
佐
々
等
が
魚
津
城
を

中
心
に
し
て
三
つ
ど
も
え
に
な
っ
て
、

戦
っ
て
い
た
戦
国
時
代
の
最
盛
期
天
正

十
一
年
(
一
五
八
二
)
の
越
中
富
山
城

主
の
佐
々
成
政
の
魚
津
城
に
関
す
る
書

状
で
あ
る
。

当
時
、
魚
津
城
は
殿
風
の
目
と
し
て
、

一
度
は
織
田
信
長
に
占
領
さ
れ
た
が
、

そ
の
夜
信
長
が
暗
殺
さ
れ
て
、
再
び
上

市指定

所在

開

春
の
柔
ら
か
な
日
ざ
し
に
風
は
ま
だ

…
ち
ょ
っ
ぴ
り
冷
た
い
お
天
気
の
よ
い
日
、

…

『春
を
さ
が
そ
う
』
と
言
う
ね
ら
い
を

峨
も
と
に
、
子
供
達
と
一
緒
に
散
歩
に
出

凶
か
け
ま
し
た
。
当
園
は
、
広
々
と
し
た

向
田
ん
ぼ
や
り
ん
ご
畑
な
ど
あ
り
、
と
て

叩
も
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

制

先
頭
を
切
っ
て
思
い
切
り
走
り
だ
す

い
子
。

「先
生
、
風
が
冷
た
い
よ
l
己

「
春
を
さ
、
か
そ
う
」

。。

吉
島
保
育
園
ひ
ま
わ
り
組
担
任
保
母

貞
子

マ

編

集

子

A

広
報
「
う
お
づ
」
第
四

O
一
号
を
お

届
け
し
ま
す
。

春
の
遅
い
北
陸
に
と
っ
て
は
長
い
冬

の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
き
る
の
が
こ
の
四

月
。
四
月
は
新
し
い
出
発
の
時
で
す
。
真

新
し
い
j
a

ラ
ン
ド
セ
ル
や
学
生
カ
バ
ン
が

通
学
路
に
あ
ふ
れ
-
職
場
で
は
初
々
し
い

姿
が
目
に
つ
き
ま
す
。
草
木
の
新
芽
が

萌
え
出
し
ま
さ
に
自
然
と
人
間
が
一
体

3工
幡

と
言
、
す
子
が
い
れ
ば
、
「
子
供
は
風
の

子
だ
あ

l
い
U

と
言
う
元
気
な
子
。

何
か
見
つ
け
よ
う
と
ゆ
っ
く
り
捜
し
歩

く
7
Tー
ー
。

「
あ
、
こ
れ
な
あ
に
?
U

と
、
言
う
子
供
の
言
葉
が
け
に
皆
集
ま

り
ふ
き
の
と
う
摘
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「あ
、
こ
こ
に
も
、
あ
こ
に
も
あ
る
よ
日

「そ
ん
な
に
摘
ん
だ
ら
か
わ
い
そ
う
や

よ
ー

l
u
と
、
や
さ
し
く
う
な
づ
き
あ

い
な
が
ら
子
供
達
の
会
話
が
は
ず
み
、

夢
中
で
す
。

摘
み
取
っ
た
ふ
き
の
と
う
を
持
ち
帰

り
、
水
を
や
り
な
が
ら
も
う
一
度
、
春

に
つ
い
て
感
じ
た
事
を
話
し
合
い
ま
し

た。
こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
、

子
供
達
が
素
直
に
育
っ
て
欲
し
い
願
い

で
一
杯
で
す
。

と
な
っ
て
春
の
訪
れ
を
喜
び
あ
う
季
節
。

自
然
を
求
め
て
戸
外
へ
飛
び
出
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め

る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。
大
い
に
春
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

広
報
も
新
し
い
企
画
を
ど
し
ど
し
お

届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
意
見
・

ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
十
番
一
号

魚
津
市
企
画
広
報
室
広
聴
係

宮
内
線
2
3
8
番

印刷/魚津印刷株式会社


